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栃木市の「と」の文字をモチーフとして、緑
色の 4 本のラインは自然、歴史、地域、人を
表し、青色はそれぞれの流れが一つとなった
大河の流れを、その先にあるオレンジ色の円
は輝かしい未来と人々の情熱を表しています。

市　章

力を合わせて前進！、新たな歴史へスクラム
　　　（第 92 回全国高等学校ラグビーフットボール大会に県代表として 13 年連続 18 回目出場の國學院大學栃木高校ラグビー部）

栃木市の人口

※外国人登録を含む
10 月末現在（　）内は前月比

　

平
成
22
年
３
月
の
１
市
３
町
に
よ

る
合
併
と
、
平
成
23
年
10
月
の
旧
西

方
町
と
の
合
併
に
よ
り
、
新
生
栃
木

市
が
誕
生
し
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
合
併
後
の

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針
を
明
ら
か

に
し
、行
財
政
の
効
率
化
、行
政
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
、
地
域
の
特
性
を
生
か

し
つ
つ
新
市
と
し
て
の
一
体
感
の
醸

成
を
図
る
た
め
、
新
た
な
栃
木
市
の

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
と
な
る
栃
木
市
総
合 

計
画
を
策
定
し
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

総
合
計
画
は
、
合
併

前
旧
１
市
４
町
の
総
合

計
画
の
理
念
を
基
に
策

定
さ
れ
た
「
新
市
ま
ち

づ
く
り
計
画
」
を
尊
重

し
つ
つ
、
将
来
の
シ
ー

ズ
に
配
慮
し
な
が
ら
、

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
た
め
の
本

市
の
最
上
位
計
画
と
し

て
策
定
し
た
も
の
で

す
。

　

本
計
画
で
は
「
Ｐ
ｌ

ａ
ｎ
（
計
画
）・
Ｄ
ｏ
（
実

行
）・
Ｃ
ｈ
ｅ
ｃ
ｋ
（
検

証
）・
Ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
（
改

善
）」
サ
イ
ク
ル
の
仕

組
み
に
沿
っ
た
栃
木
市

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク

ル
の
導
入
に
よ
り
、
効

率
的
か
つ
効
果
的
な
総

合
計
画
の
進
捗
管
理
を
行
う
と
と
も

に
、
取
り
組
み
内
容
の
実
現
・
達
成

状
況
に
つ
い
て
は
、
個
別
に
示
し
た

成
果
指
標
を
定
期
的
・
継
続
的
に
測

定
す
る
こ
と
で
評
価
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
総
合
計
画
の
実
現
を
下
支

え
す
る
行
財
政
改
革
の
指
針
と
し
て

「
行
政
改
革
大
綱
・
財
政
自
立
計
画
」

を
策
定
し
、
総
合
計
画
の
各
施
策
と

連
動
し
な
が
ら
推
進
を
図
り
ま
す
。           

（
２
面
に
関
連
記
事
）
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○将来都市像
　合併時に策定した「新市まちづくり計画」や市民の方から寄せられた
まちづくりのキーワードなどを踏まえながら将来都市像を設定し、市民
と行政が一体となってまちづくりに取り組んでいくための目標として共
有していきます。また、将来都市像を分かりやすく言い表し、市民が口
ずさむことができる合言葉として、基本構想のキャッチフレーズを併せ
て設定しました。

○人口の見通し

○まちづくりの体系

○財政の見通し
　現行の行財政制度に基づき、計画に掲げた各種事業を実施すると仮定
し、今後 10 年間の歳入・歳出を推計すると、歳出が歳入を上回る厳し
い財政運営が続くことが見込まれます。
　こうした厳しい財政状況のなか、将来にわたり持続可能な行財政運営
を実現するため、総合計画、行政改革大綱、行政評価・事務事業評価シ
ステム、予算配分を連動させる新たな仕組みを取り入れることで収支均
衡型の財政運営を図っていきます。

○行政改革大綱・財政自立計画を策定しました！

●財政の見通し
　…歳入・歳出の項目ごとに、本市の将
来人口や今後の事業などを勘案し、平成
25 年度から平成 34 年度までの財政見
通しについて一般会計を推計したもの

［折れ線グラフ］
　…行政改革などを実施する前の歳出に
おける財政推計

［棒グラフ］
　…行政改革などを実施した後の歳入・
歳出における財政推計

　時代の潮流や合併後の課題、市民満足度調査結果等を踏まえて、優先
的に取り組むべき施策の重要度を考慮し、総合計画における７つの基本
方針と市民満足度調査結果等から関心の高いキーワードを整理し、組織
機構を超えて横断的に取り組む３つのプロジェクトを設定します。

　市は、今後５年間（平成 25 年～同 29 年）の 行財政改革 の「指針」
となる行政改革大綱・財政自立計画を策定しました。
　本大綱・自立計画では、４つの基本の柱を大きな目的に、10 の手段、
85 の取組を実施する予定です。

（詳しくは、市ホームページをご覧ください。）

栃木市総合計画

　将来人口については、本市で暮らす人や本市を訪れる人々を「まちづ
くり人口」と捉え、生活基盤整備などの面で重要な指標となる「定住人
口」と活力や賑わいの目安となる「交流人口」の目標値を設定します。

まちづくり人口の目標値［定住人口］135,000 人
　　　（平成 34 年）　　　［交流人口］     31,000 人

　　　　　　　（１日当たり）

　健全な財政基盤の確立　Ⅰ歳入の確保（18 取組）
　　　　　　　　　　　　Ⅱ支出の抑制（７取組）

　協働と参画の推進　　　Ⅰ協働と参画（13 取組）
　　　　　　　　　　　　Ⅱ透明性と信頼性の確保（９取組）

　効果的な行政運営　　　Ⅰ組織の効率化（４取組）
　　　　　　　　　　　　Ⅱ業務の改善（16 取組）
　　　　　　　　　　　　Ⅲ職員の資質の向上（６取組）
　　　　　　　　　　　　Ⅳ新市一体感の醸成（４取組）

　施設、資産の管理活用　Ⅰ施設資産の管理（５取組）
　　　　　　　　　　　　Ⅱ施設資産の活用（３取組）

目　的（柱） 手　　　段

行
政
改
革
大
綱

財
政
自
立
計
画

●　行政改革大綱・財政自立計画の体系

●都市将来像

●キャッチフレーズ

▽総合計画について　　　　　　　　　　　  総合政策課 ☎ 21 ‐ 2403
▽行政改革大綱・財政自主計画について　　  総務課　　 ☎ 21 ‐ 2312
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    財政課　　 ☎ 21 ‐ 2158

◆問合先
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住宅の新築を応援しています！
　定住人口の増加を促進し、活性化を図る目的で賃貸住宅居
住や市外在住の皆さんが市内に定住するために新築または購
入した住宅に補助金を交付しています。
◆補助額・補助期間
　対象住宅（居住部分）に係る固定資産税および都市計画税
相当額を税が初めて課税された年度から下記期間を補助。合
計 100 万円限度。

◆対象者（次のいずれかに該当する方）①補助対象住宅の新
築又は購入の契約日前２年以上、市外に居住していた方②補
助対象住宅の新築又は購入の契約日前２年以上、市内の賃貸
住宅に居住していた方③親族が所有する市内の家に同居して
いた方で、他の敷地に住宅を新築又は購入し、当該親族と生
計が別になった方
◆対象住宅（次の①～②をみたす住宅）①対象者が新築又は
購入し、自ら住んでいる住宅（契約日が平成 22 年 3 月 29
日以降のもの、なお、西方地域については平成 23 年 10 月
1 日以降のもの）②併用住宅の場合、非住宅の部分が 50㎡
以下かつ建築物の延べ床面積の 2 分の 1 未満のもの
　※既存住宅の建て替えや増築、中古住宅の購入は対象外。
◆申請手続き　毎年、固定資産税および都市計画税を完納後
に申請。
◆申請期限　課税年度末日

 施設管理課 ☎ 21 ‐ 2622
 都市建設課 ☎ 43 ‐ 9215
 都市建設課 ☎ 62 ‐ 0908
 都市建設課 ☎ 29 ‐ 1105
 産業建設課 ☎ 92 ‐ 0314

平成24年12月までに住宅が完成
または所有権移転が完了したもの

平成25年1月から12月までに住宅が
完成または所有権移転が完了したもの

３年間補助

２年間補助

医
療
費
助
成
申
請
書
の

提
出
方
法
変
わ
り
ま
す

　
『
こ
ど
も
医
療
費
』、『
妊
産

婦
医
療
費
』、『
ひ
と
り
親
家
庭

医
療
費
』、『
重
度
心
身
障
が
い

者
医
療
費
』
の
助
成
申
請
書
の

提
出
方
法
が
変
わ
り
ま
す
。

《
旧
》
医
療
機
関
ご
と
に
申
請

書
が
必
要
（
例
：
３
医
療
機
関

→
申
請
書
３
枚
）

《
新
》
複
数
の
医
療
機
関
で
も
、

申
請
書
は
１
枚
で
結
構
で
す
。

※
一
緒
に
提
出
す
る
領
収
書

は
、
医
療
機
関
ご
と
に
ま
と
め

て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

今
ま
で
通
り
郵
送
で
の
申
請
も

受
け
付
け
ま
す
。

 

保
険
医
療
課 

☎
21
‐
２
１
５
３

 

生
活
環
境
課 

☎
43
‐９
２
１
６

栃
木
市
不
妊
治
療
費

助
成
制
度
の
お
知
ら
せ

　

国
内
の
医
療
機
関
で
不
妊
治

療
を
受
け
た
夫
婦
に
対
し
、
治

療
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

◆
対
象
者　

下
記
の
す
べ
て
を

　

平
成
24
年
秋
の
叙
勲
及
び
褒
章
の
受
章
者
が
発
表
さ
れ
、

本
市
か
ら
次
の
方
々
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
、
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。    （
敬
称
略
）

秋
の
叙
勲
及
び
褒
章
受
章

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 

生
活
環
境
課 

☎
62
‐０
９
０
３

 

生
活
環
境
課 

☎
29
‐１
１
０
２

 

生
活
環
境
課 

☎
92
‐０
３
０
７

満
た
す
方
①
婚
姻
し
て
い
る
夫

婦
②
申
請
日
以
前
に
夫
婦
の
一

方
又
は
双
方
が
１
年
以
上
栃
木

市（
合
併
前
の
旧
市
町
を
含
む
）

に
住
民
登
録
し
て
い
る
方
③
医

療
保
険
各
法
の
加
入
者
④
市
税

の
滞
納
が
な
い
方

◆
助
成
期
間　

子
１
人
に
つ
き

通
算
５
回
ま
で
（
１
年
度
１
回

／
合
併
前
の
旧
市
町
で
の
申
請

回
数
も
含
む
）

◆
助
成
金
額　

医
療
保
険
適
用

外
治
療
費
の
２
分
の
１
の
額
。

た
だ
し
栃
木
県
特
定
不
妊
治
療

費
助
成
事
業
等
の
対
象
と
な
る

場
合
は
治
療
費
か
ら
助
成
額
を

差
し
引
い
た
額
の
２
分
の
１

（
限
度
額
は
１
年
度
10
万
円
）

◆
申
請
期
限　

医
師
が
証
明
し

た
治
療
期
間
の
最
終
日
か
ら
１

年
以
内

★
申
請
書
の
記
入
方
法
や
申
請

方
法
な
ど
は
直
接
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

 

保
険
医
療
課 

☎
21
‐
２
１
５
４

 

生
活
環
境
課 

☎
43
‐９
２
２
３

 

生
活
環
境
課 

☎
62
‐０
９
０
３

 

生
活
環
境
課 

☎
29
‐１
１
０
２

 

生
活
環
境
課 

☎
92
‐０
３
０
７

（平成 25年度までに固定資産税が申請者に課税される必要があります）

（平成 26年度までに固定資産税が申請者に課税される必要があります）

　

新
春
を
迎
え
、
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
、

今
年
一
年
が
希
望
に
満
ち
た
よ
い
年
で
あ
り

ま
す
こ
と
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
、
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に

と
っ
て
、
明
る
い
話
題
が
ふ
た
つ
あ
り
ま
し

た
。
一
つ
は
、
嘉
右
衛
門
町
地
区
が
国
の
重

要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
選
定
を
受

け
た
こ
と
、
も
う
一
つ
は
、
渡
良
瀬
遊
水
地

が
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
の
登
録
湿
地
に
な
っ
た

こ
と
で
す
。

　

い
ず
れ
も
、
先
人
が
守
り
つ
づ
け
て
き
た

地
域
資
源
を
大
切
に
保
存
し
、
次
の
世
代
の

子
ど
も
た
ち
に
し
っ
か
り
と
引
き
継
い
で
い

く
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
価
値
を
再
認
識
し

て
、
積
極
的
に
活
用
を
は
か
り
な
が
ら
、
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
市
と
し
て
も
決
意
を
新
た
に
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
昨
年
６
月
に
は
、
本
市
の
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
ル
ー
ル
と
し
て
、
栃
木
市
自
治

基
本
条
例
を
制
定
し
、
ま
ち
づ
く
り
は
市
民

が
主
体
で
あ
る
と
い
う
基
本
理
念
や
人
権
尊

重
、
自
然
と
の
共
生
、
情
報
共
有
、
市
民
参

画
、
協
働
に
つ
い
て
の
基
本
原
則
な
ど
を
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
12
月
議
会
に
お
い
て
総
合
計
画

を
決
定
し
、
10
年
後
の
目
指
す
べ
き
市
の
将

来
像
や
、
そ
の
実
現
の
た
め
の
政
策
を
体
系

的
に
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
新
市
発
足
以
来
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
の
も
と
、
時
間
を

か
け
て
作
業
を
進
め
て
き
た
も
の
で
す
が
、

こ
れ
で
、
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
を

し
っ
か
り
と
固
め
る
こ
と
が
出
来
た
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
年
は
、
い
ま
ま
で
準
備
を
進

め
て
き
た
各
事
業
が
い
よ
い
よ
具
現
化
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

下
都
賀
総
合
病
院
に
端
を
発
し
た
地
域
医

療
問
題
に
つ
い
て
は
、
下
都
賀
総
合
病
院
、

郡
市
医
師
会
病
院
、
と
ち
の
木
病
院
の
３
病

院
の
統
合
再
編
と
い
う
方
向
で
具
体
的
な
検

討
が
進
ん
で
お
り
、
平
成
25
年
度
中
に
は
、

栃
木
駅
南
に
新
病
院
の
工
事
に
着
手
い
た
し

ま
す
。

　

市
役
所
の
本
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
昨
年
、

旧
福
田
屋
百
貨
店
栃
木
店
の
建
物
に
移
転
す

る
こ
と
を
決
定
し
、
す
で
に
敷
地
、
建
物
を

取
得
い
た
し
ま
し
た
。
現
在
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
す
る
た
め
の
準
備
を
進
め
て
お
り
、
平
成

26
年
２
月
に
オ
ー
プ
ン
と
な
る
予
定
で
す
。

　

岩
舟
町
と
の
合
併
に
つ
い
て
は
、
合
併
の

期
日
が
平
成
26
年
４
月
５
日
と
決
ま
り
、
行

政
の
事
務
全
般
に
わ
た
る
調
整
作
業
を
進
め

て
い
ま
す
が
、
岩
舟
町
の
皆
さ
ん
の
協
力
を

得
て
、
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　

総
合
計
画
に
お
け
る
本
市
の
将
来
都
市
像

は
、「‶

自
然
″

‶

歴
史
″

‶

文
化
″
が
息
づ
き

‶

み
ん
な
″
が
笑
顔
の
あ
っ
た
か
栃
木
市
」

で
す
。
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
活
か

し
つ
つ
、「
来
て
・
観
て
・
住
ん
で　

あ
っ

た
か″
と
ち
ぎ
″」（
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
）

の
実
現
を
目
指
し
て
、
今
年
も
ま
い
進
し
て

い
き
ま
す
。
市
民
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　
　
　
　

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

「
自
然
」「
歴
史
」「
文
化
」
が
息
づ
き

「
み
ん
な
」
が
笑
顔
の
あ
っ
た
か
栃
木
市

栃
木
市
長

鈴
木
俊
美

☆
「
市
長
通
信
」
は
休
み
ま
す
。

【
旭
日
小
綬
章
】

　
　

櫛
淵　

忠
男　
（
惣
社
町
）　　
　

地
方
自
治
功
労

【
瑞
宝
双
光
章
】

　
　

若
林　

秀
夫　
（
本
町
）　　
　
　

教
育
功
労

【
瑞
宝
単
光
章
】

　
　

田
嶌　

健
一　
（
都
賀
町
原
宿
）　

消
防
功
労

【
瑞
宝
単
光
章
】

　
　

森
戸　

隆
久　
（
祝
町
）　　
　
　

鉄
道
業
務
功
労

【
黄
綬
褒
章
】

　
　

大
山　

寛　
　
（
田
村
町
）　　
　

業
務
精
励
（
農
業
）

【
藍
綬
褒
章
】

　
　

大
島　

悦
子　
（
大
平
町
土
与
）　

更
生
保
護
功
績

　

本
市
の
水
道
料
金
、
下
水

道
使
用
料
、
下
水
道
受
益
者

負
担
金
、
農
業
集
落
排
水
施

設
使
用
料
、
農
業
集
落
排
水

事
業
受
益
者
分
担
金
は
、
合

併
協
定
で
「
合
併
時
は
現
行

の
と
お
り
と
し
、
合
併
後
５

年
を
目
途
に
再
編
す
る
」
と

さ
れ
て
お
り
、
再
編
に
向
け

た
検
討
を
始
め
ま
し
た
。

　

10
月
９
日
に
、
市
長
か
ら

上
下
水
道
事
業
調
査
委
員
会

（
学
識
経
験
者
、
有
識
者
、

各
地
域
の
推
薦
・
公
募
委
員

15
人
で
構
成
）
に
対
し
料
金

等
の
改
定
に
つ
い
て
諮
問
し

ま
し
た
。
今
後
委
員
会
で
審

議
し
、
そ
の
答
申
を
も
と
に

市
議
会
で
の
審
議
、
議
決
を

経
て
料
金
等
を
改
定
す
る
予

定
で
す
。 

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
委
員
会

の
議
事
録
、
資
料
等
を
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。（http://

w
w

w
.city.tochigi.lg.jp/

hp/page0
0

0
0

1
0

0
0

0
/

hpg000009412.htm
 

）

上
下
水
道
事
業
調
査
委
員
会

事
務
局
（ 

 

水
道
課
）

　
　
　
　

☎
25
‐
２
１
０
３

水
道
料
金
、
下
水
道
使
用
料
等
の
検
討
　
①
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　昭和 24 年のこの日に法隆寺金堂壁画
が焼損したことを契機に、国民的財産で
ある文化財を火災から守るとともに、文
化財の愛護思想を高めるために設けられ
ました。
　本市にも多くの文化財があります。
この機会に身近なところの文化財を見直
すとともに、先祖の残した大切な財産を
火災から守りましょう。

「消すまでは　出ない行かない　離れない」
　　　　消防本部予防課☎ 22 ‐ 0119

文
化財防火デー
１月２６日（土）

都市計画案の縦覧

　小山栃木都市計画区域における「用途地域の
変更」及び「下皆川・富田地区地区計画の変更」
に関する都市計画の案を作成しましたので、次
のとおり縦覧します。
　この案について意見等のある方は、縦覧期間
中に市長に意見書を提出することができます。
◇都市計画の種類
　①用途地域の変更に関する都市計画の案
　②地区計画の変更に関する地区計画の案
◇対象となる区域
　栃木市大平町下皆川及び富田の各区域の一部
◇縦覧期間及び時間（①及び②とも共通）
　１月８日（火）～ 22 日（火）（土・日、祝日
を除く）８時 30 分～ 17 時 15 分
◇意見書の提出期間及び期限（縦覧期間満了の
日まで）１月８日（火）～ 22 日（火）
◇縦覧場所（①及び②とも共通）

 都市計画課（入舟町）
 都市建設課（大平町富田）

 都市計画課 ☎ 21 ‐ 2611

下皆川・富田地区

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者

（
文
部
科
学
大
臣
）
受
賞

　

平
成
24
年
度
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

功
労
者
及
び
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
優

良
団
体
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
渡

辺
清
作
氏
（
都
賀
町
木
）
が
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
と
し
て
、

文
部
科
学
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ

ま
し
た
＝
写
真
。

　

渡
辺
氏
は
、
平
成
８
年
か
ら

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ

（
Ｔ
Ｂ
Ｇ
）
組
織
活
動
の
基
盤

づ
く
り
に
全
力
を
傾
注
し
、
競

技
を
通
じ
て
中
高
年
の
健
康
維

持
増
進
に
多
大
な
る
貢
献
を
す

る
一
方
、小
学
校
に
出
向
き「
ち

び
っ
子
Ｔ
Ｂ
Ｇ
教
室
」
を
実
施

し
、
地
域
の
世
代
間
交
流
を
図

る
な
ど
、
青
少
年
健
全
育
成
に

も
尽
力
さ
れ
、
そ
の
顕
著
な
功

績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
チ
ー
ム
（
都

賀
公
民
館
）
☎
27
‐
５
０
５
０

地
縁
に
よ
る
団
体
功
労
者

総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞

　

岸
貞
吉
氏
（
城
内
町
二
丁

目
）
が
11
月
28
日
、
総
務
大
臣

表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
＝
写

真
左
。

　

岸
氏
は
、
自
治
会
長
を
20
年

以
上
に
わ
た
り
務
め
て
い
る
ほ

市
民
と
行
政
の
パ
イ
プ
役

総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞

　

行
政
相
談
委
員
と
し
て
長
年

に
わ
た
り
尽
力
さ
れ
た
富
田
修

次
氏
（
大
平
町
富
田
）
が
総
務

大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
＝

写
真
左
。

　

富
田
氏
は
、
平
成
13
年
４
月

お
子
さ
ん
の
進
学
、
就
職

資
金
を
無
利
子
貸
付

母
子
寡
婦
福
祉
資
金

　

母
子
・
寡
婦
世
帯
の
お
子
さ

ん
の
高
校
・
大
学
進
学
や
就
職

の
資
金
を
無
利
子
で
貸
付
し
ま

す
。

○
就
学
支
度
資
金
（
入
学
金
、

入
学
に
必
要
な
被
服
等
の
購
入

資
金
）

○
修
学
資
金
（
授
業
料
、
書
籍

代
、
通
学
等
の
資
金
）

※
奨
学
金
等
の
併
用
は
で
き
ま

せ
ん
。

○
就
職
支
度
資
金
（
就
職
に
必

要
な
被
服
等
の
購
入
資
金
）

○
修
業
資
金
（
自
動
車
運
転
免

許
が
就
職
に
必
要
な
場
合
の
免

許
取
得
資
金
等
）

※
就
学
支
度
資
金
・
就
職
支
度

資
金
は
入
学
・
就
職
後
の
貸
付

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
お
早
め

に
相
談
く
だ
さ
い
。

　

貸
付
額
・
返
済
期
間
等
は
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

 

こ
ど
も
課
☎
21
‐
２
５
１
３

地
域
福
祉
基
金
へ
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

地
域
福
祉
基
金
へ
寄
付
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
福
祉
施
策
の

た
め
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

・
毛
塚　

一
男
様

１
０
，
０
０
０
円

・
河
藤
恵
美
加
様

３
２
，
０
０
０
円

・
松
緑
神
道
大
和
山
栃
木
支
部
様

　
　
　
　
　

１
０
，
０
０
０
円

・
異
業
種
交
流
四
ツ
葉
会
様　

　
　
　
　
　

３
０
，
０
０
０
円

・
栃
木
県
歌
謡
協
会
栃
木
支
部
様

　
　
　
　

１
０
０
，
０
０
０
円

・
㈱
栃
木
自
動
車
教
習
所
様

４
５
，
８
５
０
円

 

社
会
福
祉
課 

☎
21
‐２
５
０
３

　

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に

対
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、

東
日
本
大
震
災
お
見
舞
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

市
民
協
働
ま
ち
づ
く
り

フ
ァ
ン
ド
に
多
く
の
善
意

▽
11
月
８
日
現
在

・
栃
木
市
ダ
ン
ス
愛
好
者
の
集
い
様

　
　
　
　
　

５
０
，
０
０
０
円

・
オ
ク
ト
ー
バ
ー
フ
ェ
ス
ト
in
蔵

の
街
２
０
１
２
実
行
委
員
会
様

　
　
　
　

２
０
０
，
０
０
０
円

 

地
域
ま
ち
づ
く
り
課

　
　
　
　
　

☎
21
‐
２
２
４
９

お
も
ち
ゃ
・
Ｘ
マ
ス
ケ
ー
キ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

い
す
ゞ
自
動
車
株
式
会
社
栃

木
工
場
様
か
ら
、
市
内
保
育
園

や
幼
稚
園
へ
お
も
ち
ゃ
な
ど
の

子
育
て
支
援
品
や
ク
リ
ス
マ
ス

ケ
ー
キ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

こ
ど
も
課 

☎
21
‐
２
５
１
８

定
例
教
育
委
員
会
開
催

　

１
月
の
定
例
教
育
委
員

会
を
１
月
21
日
（
月
）
14

時
か
ら
吹
上
公
民
館
（
吹

上
町
）
で
開
催
し
ま
す
。

教
育
総
務
課
☎
21
‐
２
７
１
１

か
、
栃
木
市
自
治
会
連
絡
協
議

会
会
長
と
し
て
、
市
内
５
つ
の

地
域
連
合
会
の
統
合
に
向
け
尽

力
さ
れ
る
な
ど
、
永
年
の
功
績

が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。

 

地
域
ま
ち
づ
く
り
課 

                  

☎
21
‐
２
２
４
７

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
を
送
付

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得

税
及
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い

て
、
そ
の
年
の
１
月
１
日
か
ら

12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た
保

険
料
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
で
す
。

　

控
除
を
受
け
る
に
は
、
支

払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

平
成
24
年
１
月
１
日
か
ら
９

月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に

は
、「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が

11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
本

部
か
ら
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に

は
必
ず
こ
の
証
明
書
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

　

10
月
１
日
以
降
、
初
め
て
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た

方
に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年
１

月
31
日
に
発
送
し
ま
す
。

　

家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
さ
れ
た
場
合
も
、
本
人
の

社
会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
家
族
あ

て
に
送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を

添
付
し
、申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル  

０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
１
１
７

募集種目 防衛大学校学生（一般後期）

資　格 高卒（見込含）21 歳未満の方

受付期間
1 月 23 日（水）～

                         2 月 1 日（金）

試験期日
1 次：3 月   2 日（土）

2 次：3 月 15 日（金）

試験会場 防衛大学校

防
衛
大
学
校
入
学
試
験

　

平
成
25
年
４
月
に
入
学
す
る

防
衛
大
学
校
学
生
を
募
集
し
ま

す
。
日
程
等
は
、
左
記
の
通
り

※
年
齢
は
平
成
25
年
４
月
１
日

現
在

 

消
防
防
災
課 

☎
21
‐２
７
０
３

自
衛
隊
小
山
地
域
事
務
所
☎

０
２
８
５
‐
25
‐
４
７
６
３

開
発
計
画
が
あ
る
場
合
の

埋
蔵
文
化
財
へ
の
対
応

　

平
成
24
年
11
月
か
ら
大
平
地

域
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
が
新

規
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
の
地
域
で
の
開
発

計
画
が
あ
る
場
合
は
、
新
規
の

地
図
で
包
蔵
地
の
有
無
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。
詳
細
確
認
は

市
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
又
は
文
化
課

で
、
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
他
地
域
に
つ
い
て
は

従
来
通
り
の
登
録
内
容
で
対
応

を
お
願
い
し
ま
す
。

 

文
化
課 

☎
21
‐
２
７
４
２

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
実
施

庁
舎
玄
関
ロ
ビ
ー
で
下
見
会

　

市
税
の
収
入
確
保
と
納
税
の

公
平
性
を
図
る
た
め
、
滞
納
処

分
と
し
て
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
を
利
用
し
た
公
売
を
実
施
し

ま
す
。

○
物
件
：
動
産
（
下
見
会
を
実

施
し
ま
す
）

◆
参
加
申
込
期
間　

１
月
８
日

平
日
夜
間
、
休
日
の

納
税
相
談
窓
口
開
設

日
本
　
　
庁

各
総
合
支
所

1/28（月） ○ ‐
1/29（火） ○ ‐
1/30（水） ○ ‐
1/31（木） ○ ‐
  2/1（金） ○ ○
  2/2（土） ‐ ‐
  2/3（日） ☆ ☆

　

夜
間
、
休
日
の
納
税
相
談
窓

口
を
次
の
表
通
り
の
日
程
で
、

開
設
し
ま
す
。

　

な
お
開
設
時
間
は
、『
○
』
平

日
夜
間
窓
口
17
時
15
分
～
19
時
、

『
☆
』
休
日
窓
口
９
時
～
16
時

で
す
。

　

こ
の
機
会
に
納
付
ま
た
は
相

談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
納
期

限
内
の
納
付
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

 

収
納
課  

☎
21
‐
２
１
３
１

 

税
務
課  

☎
43
‐
９
２
０
８

 

税
務
課  

☎
62
‐
０
９
０
２

 

税
務
課  

☎
29
‐
１
１
０
１

 

地
域
ま
ち
づ
く
り
課

　
　
　
　

   

☎
92
‐
０
３
０
４

（
火
）
13
時
～
22
日
（
火
）
23

時◆
入
札
期
間
（
せ
り
売
り
）　

１
月
29
日
（
火
）
13
時
～
31
日

（
木
）
23
時

◆
下
見
会　

１
月
18
日
（
金
）、

市
役
所　

本
庁
玄
関
ロ
ビ
ー

（
入
舟
町
）

（
場
所
は
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
）

◆
そ
の
他　

詳
細
は
左
記
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
公
売
は
納
付
の
状
況

等
に
よ
り
中
止
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

 

収
税
課
☎
21
‐
２
１
３
１

心
温
ま
る
義
援
金
が
寄
せ
ら

れ
、
10
月
31
日
現
在
、
総
額
は

８
４
，
４
０
１
，
６
５
８
円
に

な
り
ま
し
た
。
日
本
赤
十
字
社

を
通
じ
て
被
災
地
に
送
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

 

社
会
福
祉
課 

☎
21
‐２
５
０
２

１
日
か
ら
行
政
に
関
す
る
困
り

ご
と
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

相
談
相
手
と
な
り
、
行
政
と
の

パ
イ
プ
役
を
務
め
、
現
在
も
行

政
相
談
委
員
と
し
て
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
。

 

市
民
生
活
課 

☎
21
‐
２
１
４
５
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「
温
故
知
新
市
」
は
、
か
つ
て
の
市
内
の
様
子
を
当
時
の
新
聞
記
事
か
ら
紹
介
し
ま
す
。

広大なヨシ原には、多様な動植物が生息する。
　渡良瀬遊水地の本来の目的である治水機能
の充実を図りながら、湿地の自然環境を保全・
再生するなど、その適正な利用が期待されて
いる。

税務署による
申告相談

税理士会による
申告無料相談

会　場 栃木商工会議所大ホール（片柳町２丁目）

開設期間 2 月 18 日（月）
～ 3 月 15 日（金）

2 月 18 日（月）
～ 3 月 12 日（火）

受付時間 9 時 ～ 16 時 9 時 ～ 15 時

※
土
・
日
曜
日
は
開
設
し
て
い
ま
せ
ん
。

※
開
設
期
間
中
は
栃
木
税
務
署
庁
舎
で
は
申
告
相
談
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

※
申
告
会
場
で
は
現
金
納
付
の
窓
口
業
務
は
行
い
ま
せ
ん
。

※
栃
木
商
工
会
議
所
で
は
電
話
等
で
の
問
い
合
わ
せ
を
受
け
付
け
て
い

ま
せ
ん
。

※
会
場
駐
車
場
は
、
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
お
車
で
の
ご
来
場
は
な

る
べ
く
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
　
～
申
告
は
正
し
く
お
早
め
に
～
　

◆
申
告
期
間　

各
税
（
国
税
）

の
申
告
と
納
税
は
次
の
期
間
で

す
。（
土
・
日
曜
日
・
祝
日
等

を
除
く
）

○
所
得
税
の
確
定
申
告
と
納
税

　

２
月
18
日
（
月
）
～
３
月
15

日
（
金
）

・
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
前

年
の
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
の
１
年
間
に
生
じ
た
す
べ

て
の
所
得
金
額
と
そ
れ
に
対
す

る
所
得
税
の
額
を
計
算
し
ま

す
。

・
還
付
申
告
の
方
は
、
２
月
18

日
（
月
）
以
前
で
も
申
告
書
を

提
出
で
き
ま
す
。

○
贈
与
税
の
申
告
と
納
税　

２

月
１
日（
金
）～
３
月
15
日（
金
）

○
個
人
事
業
者
の
消
費
税
及
び

確
定
申
告
書
作
成
は

パ
ソ
コ
ン
が
便
利
で
す

　

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.nta.go.jp

）
で

は
、「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

画
面
の
案
内
に
従
っ
て
入
力
す

れ
ば
、
申
告
書
が
作
成
で
き
ま

す
。
作
成
し
た
デ
ー
タ
は
、
印

刷
し
て
提
出
で
き
る
ほ
か
、
ｅ

‐
Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電
子
申
告
・

納
税
シ
ス
テ
ム
）
を
利
用
し
て

　

平
成
24
年
分
の
所
得
税
、
贈

平
成
24
年
分
所
得
税
等

の
申
告
相
談
会

与
税
、
個
人
事
業
者
の
消
費
税

及
び
地
方
消
費
税
の
申
告
相
談

及
び
申
告
書
の
受
付
を
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。

公
的
年
金
等
を

受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ

　

平
成
23
年
分
以
後
の
各
年
分

に
お
い
て
、
公
的
年
金
等
の
収

入
金
額
の
合
計
額
が
４
百
万
円

以
下
で
あ
り
、
か
つ
、
公
的
年

金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所

得
金
額
が
20
万
円
以
下
で
あ
る

場
合
に
は
、
所
得
税
の
確
定
申

告
を
す
る
必
要
が
な
く
な
り
ま

し
た
。
な
お
、こ
の
場
合
で
も
、

所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
場
合

や
上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
損

東
日
本
大
震
災
で

被
害
を
受
け
た
方
へ

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
住
宅

や
家
財
に
損
害
を
受
け
た
方

は
、
雑
損
控
除
等
の
適
用
に
よ

り
、
所
得
税
の
還
付
や
軽
減
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が

「
振
り
込
め
詐
欺
」
や

「
偽
税
理
士
」
な
ど
注
意

○
税
務
職
員
を
装
っ
た
不
審
電

話「
振
り
込
め
詐
欺
」に
注
意
！

　

国
・
県
・
市
の
税
務
職
員
を

装
っ
た
「
振
り
込
め
詐
欺
」
が

多
発
し
て
い
ま
す
。
税
務
署
等

の
職
員
が
、
納
税
の
た
め
に
金

融
機
関
の
口
座
へ
振
込
み
を
求

め
る
こ
と
や
、
還
付
金
の
受
取

の
た
め
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
求

め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
不

審
な
電
話
等
に
は
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

事
業
者
の
方
へ

退
職
手
当
等
に
対
す
る

個
人
住
民
税
が
変
わ
り
ま
す

　

退
職
手
当
等
に
対
す
る
個
人

地
方
消
費
税
の
確
定
申
告
と
納

税　

４
月
１
日
（
月
）
ま
で

◆
提
出
方
法　

申
告
相
談
会
の

ほ
か
、
郵
送
や
税
務
署
の
時
間

外
収
受
箱
へ
の
投
函
で
も
提
出

で
き
ま
す
。

○
に
せ
税
理
士
に
注
意
！

　

税
金
の
申
告
手
続
き
な
ど
を

第
三
者
に
依
頼
す
る
際
に
は
、

正
規
の
税
理
士
か
ど
う
か
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
税
理
士
資

格
の
な
い
「
に
せ
税
理
士
」
が

申
告
書
の
作
成
等
を
す
る
と
、

法
律
に
違
反
す
る
だ
け
で
な

く
、
思
わ
ぬ
損
害
を
受
け
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

栃
木
税
務
署
☎
22
‐
０
８
８
５

住
民
税
に
つ
い
て
、
平
成
25
年

１
月
１
日
以
後
に
支
払
わ
れ
る

分
か
ら
次
の
と
お
り
変
更
と
な

り
ま
す
。
税
額
計
算
の
際
に
は

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
退
職
手
当
等
に
対
す
る
所
得

割
額
に
つ
い
て
、
10
％
の
税
額

控
除
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

②
勤
続
年
数
が
５
年
以
下
の
法

人
役
員
等
が
支
払
い
を
受
け
る

退
職
手
当
等
に
つ
い
て
、
退
職

所
得
の
２
分
の
１
課
税
が
廃
止

さ
れ
ま
す
。

 

市
民
税
課 

☎
21
‐
２
１
２
４

　渡良瀬貯水池は、洪水調整機能の拡充や増
大する水需要への役割を担うことを目的とし
て、渡良瀬遊水池総合開発事業として整備さ
れ、谷中湖とも呼ばれる。
　昭和 51（1976）年に、渡良瀬遊水地の第
１調節池内の南側に着工、12 年目に試験湛
水にこぎつけた。
　約 25 年の
歳月が流れ、
昨年、同貯水
池を含めた総
面積約 33 平
方キロの渡良
瀬 遊 水 地 の
内、約 29 平方キロが国際的に重要な湿地と
してラムサール条約湿地に登録された。
　現在、ハートの形をした湖面の谷中湖を中
心として、ウインドサーフィンやボートなど
のウォータースポーツ、熱気球などのスカイ
スポーツを楽しむ人たちも増えている。また

提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

失
の
繰
越
控
除
な
ど
で
控
除
を

受
け
る
場
合
に
は
、
確
定
申
告

書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

◆
市
県
民
税
の
申
告
に
つ
い
て

市
県
民
税
は
、
公
的
年
金
等
の

収
入
金
額
が
４
百
万
円
以
下
で

も
そ
の
他
の
所
得
が
あ
る
場
合

や
、
医
療
費
控
除
等
の
控
除
を

受
け
る
場
合
に
は
、
市
県
民
税

の
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

あ
り
ま
す
。

◆
対
象
と
な
る
方　

○
今
ま
で

に
東
日
本
大
震
災
に
係
る
雑
損

控
除
を
申
告
さ
れ
て
い
な
い
方

○
平
成
22
年
分
ま
た
は
23
年
分

で
雑
損
控
除
を
申
告
さ
れ
た
方

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方

　

イ　

被
災
資
産
に
対
し
て
平

成
24
年
中
に
修
繕
を
行
い
、
そ

の
支
払
っ
た
修
善
費
用
（
平
成

23
年
中
に
支
払
っ
た
修
繕
費
用

と
の
合
計
額
）
が
申
告
し
て
い

る
損
失
額
を
上
回
る
方

　

ロ　

平
成
22
年
分
ま
た
は
23

年
分
の
申
告
で
、
控
除
し
き
れ

な
か
っ
た
雑
損
失
が
あ
る
方

※
修
善
費
用
の
金
額
等
に
よ
っ

て
は
、
対
象
と
な
ら
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

昭
和
62
（
１
９
８
７
）
年
１
月
31
日
「
ハ
ー
ト
型
の″
湖
″
出
現
／
渡
良
瀬
遊
水
池
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
野
新
聞
か
ら　
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≪スタートアップ補助≫（Ａコース）
新規事業若しくは新規事業を起こすための準備
又は新規の地域コミュニティ活動

○補助割合　　補助対象経費の 10/10 以内
○補助限度額　５万円まで
○補助期間　　１年

≪ステップアップ補助≫（Ｂコース）
既存団体の新規事業又は既存事業の充実もしく
は拡大事業

○補助割合　　補助対象経費の 3/4 以内
○補助限度額　１０万円まで
○補助期間　　Ａ～Ｃ通算で継続最長５年

≪ジャンプアップ補助≫（Ｃコース）
市内の広域的な地域の活性化につながる複数回
実施する事業又は複合的に行う事業

○補助割合　　補助対象経費の 2/3 以内
○補助限度額　３０万円まで
○補助期間　　Ａ～Ｃ通算で継続最長５年

≪まちづくりパワーアップ補助≫（Ｄコース）
市全体の活性化につながる事業又は合併前の市
町間を超え、相互に交流及び連携を図る事業

○補助割合　　補助対象経費の 2/3 以内
○補助限度額　５０万円まで
○補助期間　　継続最長３年

平成２５年度市民活動推進事業“とちぎ夢ファーレ”説明会

◆説明会のお知らせ
　市では、共に考え協働によりまちづくりを進めています。この事業は、“ 市民協働ま
ちづくりファンド ” を活用し、主体的・公益的な市民活動を応援するものです。日頃の
思いやアイデアを生かし、栃木市の夢と未来を創造してみませんか！
　平成２５年度事業の募集にあたり、次のとおり説明会を開催します。
　補助事業の概要や提出書類の書き方などを説明しますので、申請希望
の団体の方は、必ずいずれかの説明会に参加してください。
　　　　　①　１月 17 日（木）19 時～　西方総合支所２階会議室
　　　　　②　１月 18 日（金）19 時～　都賀総合支所別館２階大会議室
　　　　　③　１月 21 日（月）19 時～　本庁舎３階第５会議室
　　　　　④　１月 24 日（木）19 時～　プラッツおおひら２階多目的ルームＡ
　　　　　⑤　１月 25 日（金）19 時～　藤岡総合支所別館２階会議室
◆補助の対象となる団体
　主に市内で活動を行う３人以上の非営利活動団体（市民活動団体、ボランティアグルー
プ、ＮＰＯ法人、自治会、ＰＴＡ、育成会など）
◆補助の対象となる事業
　自らの企画提案によるもので、原則として新たに実施する公益的な事業
　　※政治活動、宗教活動又は営利を目的とする事業は対象外
◆補助の種類・内容

　※Ｂ・Ｃコースについては、３年目以降、補助割合を２分の１以内とします。
◆応募受付期間
　１月 17 日（木）～２月 12 日（火）（提出期限厳守）
◆応募書類配布場所
　・本庁地域まちづくり課・各総合支所地域まちづくり課・とちぎ市民活動推進センター
　くらら
　※応募書類は市のホームページからもダウンロードできます。
◆審査方法
　事業を実施するにあたっては、審査を受けていただきます。
　・一次審査（書類審査）・二次審査（公開プレゼンテーション）３月 24 日（日）予定
◆提出先
　本庁地域まちづくり課、各総合支所地域まちづくり課に直接お持ちください。

 地域まちづくり課 ☎ 21-2249

　

寒
い
日
が
続
く
と
、
水
道
管
が
凍
っ
た
り
破
裂
し
た
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
水
道
管
を
寒
さ
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
凍
結
し
や
す
い
と
こ
ろ
は

　

屋
外
に
あ
る
蛇
口
や
露
出
し
て
い
る
水
道
管
の
ほ
か
、
陽
の
当

た
ら
な
い
風
当
た
り
の
強
い
と
こ
ろ
に
あ
る
水
道
メ
ー
タ
ー
な
ど

で
す
。

○
凍
結
を
防
ぐ
に
は

　

水
道
管
や
蛇
口
に
、
保
温
材
や
毛
布
、
布
切
れ
な
ど
を
巻
き
、

そ
の
上
か
ら
テ
ー
プ
な
ど
を
巻
き

つ
け
て
保
温
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
少
量
の
水
を
出
し
て
お
く
と

凍
結
し
に
く
く
な
り
ま
す
。

○
凍
結
し
て
し
ま
っ
た
ら

　

自
然
に
溶
け
る
の
を
待
つ
か
、

タ
オ
ル
な
ど
を
か
ぶ
せ
、
ぬ
る
ま

湯
を
ゆ
っ
く
り
か
け
て
く
だ
さ
い
。

　

急
に
熱
湯
を
か
け
る
と
破
裂
す

る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
破
裂
し
て
し
ま
っ
た
ら

　

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
あ
る
元
栓
を
閉
め
、
市
指
定
給
水

装
置
工
事
事
業
者
に
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
給
水
装
置
工
事
は
、
市
の
指
定
を
受
け
た
給
水
装
置
工
事

事
業
者
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

水
道
課
と
関
係
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
せ
て
、
突
然
お
客
様
宅
を

訪
問
し
水
質
検
査
を
行
っ
た
あ
と
、
浄
水
器
を
売
り
つ
け
た
り
、

管
の
洗
浄
を
強
要
し
た
り
す
る
な
ど
の
悪
質
な
訪
問
販
売
等
に

は
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

水
道
課
で
は
、
お
客
様
か
ら
の
依
頼
の
な
い
水
質
検
査
や
、
浄

水
器
の
販
売
・
あ
っ
せ
ん
な
ど
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

水
道
課
で
は
、
安
心
で
安
全
な
水
道
水
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
水
道
を
お
使
い
で
な
い
方
は
、ぜ
ひ
水
道
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
給
水
装
置
工
事
は
、
市
の
指
定
を
受
け
た
給
水
装
置
工

事
事
業
者
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

 

水
道
課
☎
25
‐
２
１
０
０

・

南
部
水
道
事
務
所
☎
43
‐
９
２
２
１

・

北
部
水
道
事
務
所
☎
92
‐
０
３
１
７

　

市
民
と
行
政
が
と
も
に
地
域
の
課
題
解
決
の
た
め
に
行
動

す
る
「
協
働
」
に
つ
い
て
考
え
る
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時　

１
月
30
日
（
水
）
18
時
30
分
～
20
時
30
分

◆
場
所　

国
府
公
民
館
（
惣
社
町
）

◆
内
容　

講
話
『
リ
ン
ク
栃
木
ブ
レ
ッ
ク
ス
の
挑
戦
！
』

◆
講
師　

山
谷
拓
志 

氏
（
株
式
会
社
リ
ン
ク
ス
ポ
ー
ツ
エ

ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
代
表
取
締
役
）

◆
定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

◆
申
込
・
問
合
先　

と
ち
ぎ
市
民
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
く
ら

                             

ら
☎
20
‐
７
１
３
１
（
水
曜
日
休
館
）

 

地
域
ま
ち
づ
く
り
課 

☎
21
‐
２
２
４
９

赤
道
な
ど
法
定
外
公
共
物

利
、
使
用
の
際
の
お
願
い

　

市
所
有
の
法
定
外
公
共
物
の

適
正
な
管
理
を
図
る
た
め
、
法

定
外
公
共
物
を
利
用
し
た
工
作

物
、構
造
物
な
ど
の
設
置
行
為
、

並
び
に
用
途
廃
止
、
払
下
げ
な

ど
は
市
の
許
可
が
必
要
で
す
。

　

法
定
外
公
共
物
を
損
傷
し
た

り
、
無
断
で
使
用
し
た
場
合
に

は
、
５
万
円
以
下
の
過
料
が
課

せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
市
の
許
可
を
受
け
て
か
ら

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
「
法
定
外
公
共
物
」
と
は
、

国
道
、
県
道
、
市
道
以
外
の
道

路
（
赤
道
等
）
や
１
級
河
川
、

２
級
河
川
、
準
用
河
川
以
外
の

河
川
（
水
路
等
）
な
ど
を
い
い

ま
す
。

 

維
持
管
理
課 

☎
21
‐
２
６
３
５

 

都
市
整
備
課 

☎
43
‐９
２
１
４

 

都
市
建
設
課 

☎
62
‐０
９
０
８

 

都
市
建
設
課 

☎
29
‐１
１
０
５

 

産
業
建
設
課 

☎
92
‐０
３
１
４

「
協
働
」
に
つ
い
て
考
え
る
研
修
会

子
ど
も
の
定
期
予
防
接
種

　

予
防
接
種
法
に
基
づ
く
定
期

予
防
接
種
は
、
受
け
る
よ
う
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ

れ
て
い
ま

す
。

　

対
象
の

お
子
さ
ん

に
は
、
通

知
書
・
予
診
票
を
４
月
に
送
付

し
て
い
ま
す
。
ま
だ
接
種
を
し

て
い
な
い
お
子
さ
ん
は
、
全
額

公
費
負
担
で
受
け
ら
れ
る
平
成

25
年
３
月
31
日
ま
で
に
必
ず
接

種
し
ま
し
ょ
う
。

◆
対
象
者　

◎
麻
し
ん
風
し
ん

混
合
（
Ｍ
Ｒ
）
▽
２
期　
【
年

長
児
】
平
成
18
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
19
年
４
月
１
日
生
ま
れ

▽
３
期　
【
中
学
校
１
年
生
】

平
成
11
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

12
年
４
月
１
日
生
ま
れ
▽
４
期

　
【
高
校
３
年
生
】
平
成
６
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
７
年
４
月

１
日
生
ま
れ

◎
二
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・

破
傷
風
）【
小
学
校
６
年
生
】

平
成
12
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

13
年
４
月
１
日
生
ま
れ

◆
接
種
場
所　

市
内
協
力
医
療

機
関　

※
要
予
約

◆
料
金　

無
料
（
平
成
25
年
３

月
31
日
ま
で
）
平
成
25
年
４
月

以
降
は
有
料

◆
持
っ
て
い
く
も
の　

母
子
健

康
手
帳
、
予
診
票
（
記
入
の
う

え
）

※
何
ら
か
の
理
由
で
市
外
の
医

療
機
関
で
受
け
る
場
合
や
予
診

票
等
を
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
場

合
は
、
事
前
に
左
記
に
連
絡
く

だ
さ
い
。

 

健
康
増
進
課 

☎
25
‐３
５
１
１

 

健
康
福
祉
課 

☎
43
‐１
７
８
８

 

健
康
福
祉
課 

☎
62
‐０
９
０
４

 

健
康
福
祉
課 

☎
29
‐１
１
０
３

 

健
康
福
祉
課 

☎
92
‐０
３
１
１

就
学
援
助
事
業
の
案
内

　

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
就
学

困
難
な
児
童
生
徒
に
、
学
用
品

費
・
学
校
給
食
費
・
医
療
費
等

の
援
助
を
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、
下
記
へ
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

新
入
学
児
の
保
護
者
の
方
へ

　

今
春
、
小
学
校
に
入
学
す
る

お
子
さ
ん
の
い
る
家
庭
に
、
入

学
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。
保

護
者
の
方
は
、

必
要
事
項
を
記

入
し
、
入
学
式

当
日
に
各
学
校
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

 

学
校
教
育
課 

☎
21
‐２
１
７
８

各
教
育
支
所
教
育
総
務
担
当
▽

大
平
☎
43
‐
９
２
１
８
▽
藤
岡

☎
62
‐
４
３
２
１
▽
都
賀
☎
28

‐
０
８
０
１
▽
西
方
☎
92
‐

０
３
１
５

　

市
内
の
公
立
小
・
中
学
校
へ

の
就
学
は
、
住
所
地
に
よ
り
指

定
さ
れ
た
学
校
（
以
下
「
指
定

指
定
校
変
更
の
手
続
き

ご
相
談
く
だ
さ
い

校
」）に
就
学
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
相
当
な
理
由
が
あ

る
場
合
は
、
指
定
校
以
外
へ
の

就
学
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

◆
指
定
校
変
更
の
手
続
き

　

学
校
教
育
課
へ
相
談
く
だ
さ

い
。
本
人
・
保
護
者
の
要
望
を

伺
い
、
変
更
が
可
能
か
ど
う
か

協
議
し
て
判
断
し
ま
す
。

○
平
成
25
年
度
小
・
中
学
校
に

入
学
す
る
指
定
校
変
更
に
つ
い

て
は
、早
め
に
相
談
く
だ
さ
い
。

○
在
学
中
で
も
、
転
居
、
い
じ

め
や
不
登
校
等
や
む
を
得
な
い

理
由
が
あ
る
場
合
は
、
い
つ
で

も
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
手
続
き
に
は
、
変
更
申

請
書
と
変
更
事
由
に
応
じ
た
書

類
の
提
出
が
必
要
で
す
。

 

学
校
教
育
課 

☎
21
‐２
１
７
８

各
教
育
支
所
教
育
総
務
担
当
▽

大
平
☎
43
‐
９
２
１
８
▽
藤
岡

☎
62
‐
４
３
２
１
▽
都
賀
☎
28

‐
０
８
０
１
▽
西
方
☎
92
‐

０
３
１
５

 

学
校
教
育
課 

☎
21
‐２
１
７
８

各
教
育
支
所
教
育
総
務
担
当
▽

大
平
☎
43
‐
９
２
１
８
▽
藤
岡

☎
62
‐
４
３
２
１
▽
都
賀
☎
28

‐
０
８
０
１
▽
西
方
☎
92
‐

０
３
１
５
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救 急 医 療 に つ い て
医療って
なあに！？

地域

④

　今回は、救急医療のお話です。
　救急医療は、重症度に応じて初期（一
次）救急、二次救急、三次救急の３つ
に分かれています。
　初期救急は、休日・夜間など医療機
関が開いていない時に、入院の必要の
ない病状の患者さんを対象とするもの
で、市が、栃木市医師会の協力を得て
開設している栃木地区急患センターな
どがこれにあたります。
　二次救急は、主に入院治療を必要と
する重症な患者さんを対象とするもの
で、市内では、下都賀総合病院、とち
の木病院などの急性期病院や救急告示
を受けている２つの診療所（有床診療
所）がこの機能を担っています。
　三次救急は、二次救急医療機関では
対応できない高度な処置が必要な重篤
な患者さんを対象とするもので、救命

救急センター、総合周産期母子医療セ
ンターなどを設置している病院が担っ
ています。県内では、２つの大学病院、
済生会宇都宮病院などがこれにあたり
ます。
　栃木駅南部に計画中の栃木地区メ
ディカルセンター（仮称）新病院は、
二次救急医療を担う病院として整備を
進めているもので、地域内の二次救急
患者を確実に受け入れるため、救急の
対応を統合再編前よ
りも拡充し、24 時間
365 日 の 受 入 体 制 を
目指しています。さら
には、三次救急医療機
関に過度に依存するこ
となく、ある程度の高度医療も可能な
限り身近な地域で対応し、2.5 次救急
ともいえるような、市民の皆さんが安
心して生活できる医療環境を提供して
いくことを目指しています。特に、治
療に急を要する急性心筋梗塞、脳血管
疾患の専門的治療体制の確保に努める
こととしています。

犬
を
飼
っ
て
い
る
皆
さ
ん
へ
・

野
良
猫
に
え
さ
を
与
え
な
い
で

ハ
ッ
ピ
ー
子
育
て
⑩

自
分
を
好
き
な
子
ど
も
に

　
　
　
　
　
　
育
て
よ
う

　

あ
な
た
は
自
分
の
こ
と
が

好
き
で
す
か
？

　

あ
な
た
の
お
子
さ
ん
は
、

自
分
の
こ
と
が
好
き
で
し
ょ

う
か
？

　
「
自
分
の
こ
と
が
好
き
」

と
い
う
感
覚
や
「
自
分
は
大

切
な
人
間
な
ん
だ
」
と
思
う

感
覚
を
自
己
肯
定
感
と
い
い

ま
す
。
自
己
肯
定
感
が
高
い

人
は
、
何
に
で
も
意
欲
的
に

取
り
組
み
、
他
者
に
対
し
て

思
い
や
り
や
優
し
さ
を
も
っ

て
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の

自
己
肯
定
感

を
高
め
る

に
、
お
父
さ

ん
や
お
母
さ

ん
、
周
囲
の

大
人
方
に
、
以
下
の
こ
と
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

・
子
ど
も
と
の
ス
キ
ン
シ
ッ

プ
を
大
切
に
す
る
（
頭
を
な

で
る
、
抱
き
し
め
る
な
ど
の

行
為
は
、
特
に
愛
情
が
伝
わ

り
や
す
い
で
す
）

・
子
ど
も
の
話
を
よ
く
聴
き
、

子
ど
も
の
気
持
ち
に
共
感
す

る
（
少
し
の
時
間
で
も
、
真

剣
に
子
ど
も
の
話
を
聴
い

て
、
子
ど
も
の
気
持
ち
に
共

感
し
て
く
だ
さ
い
）

・「
あ
り
が
と
う
」
を
言
う

（「
あ
り
が
と
う
」
と
言
わ
れ

る
と
、
自
分
の
や
っ
た
こ
と

が
人
の
役
に
立
て
た
と
い
う

実
感
が
湧
き
や
す
い
で
す
）

　

栃
木
の
子
ど
も
た
ち
は
、

自
己
肯
定
感
を
高
く
も
っ

て
、
他
者
へ
の
思
い
や
り
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
自
分
の

夢
に
向
か
っ
て
た
く
ま
し
く

生
き
て
ほ
し
い
で
す
。

 

生
涯
学
習
課 

☎
21
‐
２
７
３
１

　このように、救急医療は、いざとい
う時に皆さんの健康や命を守るために
欠くことのできないものですが、近年、
ごく軽い症状にもかかわらず二次や三
次救急の医療機関を受診したり、仕事
などを理由に夜間や休日に救急外来を
コンビニのように気軽に利用する人が
増加し問題となっています。これらの
受診は、本当に高度な治療を必要とす
る患者さんの診療機会を奪ってしまう
こと（「たらい回し」）にもなりかねま
せんし、昼夜を問わず患者さんのため

に働き続ける医師に過度の
負担を掛けることにもなっ
てしまいます。
　救急医療は、私達の生活
のセーフティネットの役割
を果たすものです。市では、

休日夜間急患センターの運営や栃木地
区メディカルセンター（仮称）への支
援などを通して、救急医療体制の確保
に努めてまいりますので、市民の皆さ
んには、引き続き地域医療を支える一
員としてご支援、ご協力をお願いしま
す。
　  地域医療対策室 ☎ 21 ‐ 2419

文
化
芸
術
等
に
関
す
る

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　

本
市
の
文
化
芸
術
の
基
本
的

な
考
え
を
示
し
、
体
系
的
な
施

策
の
展
開
を
図
る
た
め
「
栃
木

市
文
化
振
興
計
画
」
を
策
定
し

ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
文
化
芸
術

等
に
関
す
る
市
民
の
意
識
を
把

握
す
る
た
め
、

「
文
化
芸
術
等

に
関
す
る
市

民
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
」
を

実
施
し
ま
す
。

　

調
査
地
域
内
に
住
所
を
有
す

る
18
歳
以
上
の
方
、
３
千
人
を

無
作
為
に
抽
出
し
、
12
月
下
旬

に
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
発
送
し

ま
す
。
お
手
元
に
届
い
た
場
合

は
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

文
化
課  

☎
21
‐
２
７
４
１

畠
山
陣
屋
代
官
・
岡
田

嘉
右
衛
門
日
記
を
出
版

　

岡
田
家
の
日
記
は
、
江
戸
時

代
の
嘉
右
衛
門
町
地
域
な
ど
13

カ
村
を
支
配
し
た
畠
山
陣
屋
代

官
の
立
場
か
ら
詳
細
に
書
き
と

め
た
も
の
な
ど
で
、
当
時
の
栃

木
市
の
歴
史
を
理
解
す
る
う
え

で
大
変
貴
重
な
も
の
で
す
。
日

記
の
一
部
を
調
査
出
版
し
、
販

売
し
ま
し
た
。

◆
書
名　
『
栃
木
の
在
村
記
録

　

幕
末
維
新
期
の
胎
動
と
展

開
』
第
一
巻 

岡
田
嘉
右
衛
門

親
之
日
記
（
一
）
天
保
15
年
～

安
政
６
年

◆
閲
覧　

市
内
各
図
書
館

◆
販
売　

岡
田
記
念
館
ま
た
は

市
役
所
文
化
課

◆
価
格　

１
冊
６
千
円　

 

文
化
課 

☎
21
‐
２
７
４
２

第
32
回
ど
ん
ど
焼
き
中
止
の
お
知
ら
せ

　

新
年
の
家
内
安
全
・
無
病

息
災
・
商
売
繁
盛
な
ど
を
祈

願
す
る
た
め
、
１
月
12
日

（
土
）
に
予
定
し
て
い
ま
し

た
藤
岡
町
ど
ん
ど
焼
き
保
存

会
に
よ
る
「
ど
ん
ど
焼
き
」

は
、
諸
般
の
事
情
に
よ
り
中

止
と
な
り
ま
し
た
。

 
産
業
振
興
課

☎
62
‐
０
９
０
６

 

◆
お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
と
ち
ぎ
12
月
号
３

ペ
ー
ジ
「
危
険
業
務
従
事
者

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」
の
記
事
に
「
瑞
宝
双
光

賞
」
と
あ
り
ま
し
た
が
「
瑞

宝
双
光
章
」の
誤
り
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

 

秘
書
広
報
課

　
　
　
　

☎
21
‐
２
２
２
６

☆
犬
を
飼
っ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　

犬
の
鳴
き
声
に
関
す
る
苦
情

が
増
え
て
い
ま
す
。
犬
を
飼
う

場
合
は
、
次
の
事
を
守
り
、
ご

近
所
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う

に
飼
い
ま
し
ょ
う
。

○
鳴
き
声
に

配
慮
し
、
ど

う
し
て
も
鳴

き
や
ま
な
い

時
は
、
家
の

中
に
入
れ
る
な
ど
工
夫
し
て
飼

う○
放
し
飼
い
は
絶
対
に
し
な
い

（
散
歩
の
と
き
も
放
さ
な
い
）

犬
が
人
を
咬
む
お
そ
れ
の
ほ

か
、
犬
が
被
害
者
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す

○
散
歩
時
の
フ
ン
は
必
ず
持
ち

帰
る

※
犬
の
し
つ
け
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
は
、
県
動
物
愛
護
指
導

セ
ン
タ
ー
へ
相
談
く
だ
さ
い
。

☆
野
良
猫
に
え
さ
を
与
え
な
い

で
　

え
さ
を
与
え
る
と
野
良
猫
が

多
く
集
ま
り
、
フ
ン
の
害
な
ど

で
ご
近
所
の
迷
惑
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

え
さ
だ
け
を
無
責
任
に
与
え

る
こ
と
な

く
、
飼
う

な
ら
責
任

を
も
っ
て

正
し
く
飼

う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

 

環
境
課       

☎
21
‐
２
６
０
１

 

生
活
環
境
課 

☎
43
‐
９
２
１
１

 

生
活
環
境
課 

☎
62
‐０
９
０
３

 

生
活
環
境
課 

☎
29
‐１
１
０
２

 

生
活
環
境
課 

☎
92
‐０
３
０
８

県
動
物
愛
護
指
導
セ
ン
タ
ー

     

☎
０
２
８
‐
６
８
４
‐
５
４
５
８

災
害
復
旧
費
補
助
金
に
つ
い
て

　

昨
年
７
月
17
日
に
市
内
で
発

生
し
た
突
風
に
よ
る
災
害
に
よ

り
被
害
を
受
け
た
個
人
及
び
個

人
事
業
主
の
方
に
対
し
、
復
旧

に
必
要
な
経
費
の
一
部
を
補
助

し
て
い
ま
す
。

　

被
害
を
受
け
た
個
人
又
は
個

人
事
業
主
の
方
で
、
申
請
さ
れ

て
い
な
い
方
は
早
め
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
補
助
対
象　

①
市
内
に
住
所

を
有
す
る
個
人
が
所
有
す
る
住

宅
又
は
農
業
用
施
設
の
復
旧
費

用②
市
内
に
事
業
所
を
有
し
て
事

業
を
営
む
者
が
所
有
す
る
事
業

所
、
店
舗
等
の
復
旧
費
用

※
①
②
と
も
に
10
万
円
以
上
の

復
旧
工
事
費
が
対
象
で
す
。

◆
補
助
率　

復
旧
費
用
の
２
分

の
１

◆
限
度
額　

10
万
円

◆
申
請
に
必
要
な
も
の

①
工
事
の
明
細
書
又
は
見
積
書

の
写
し

②
工
事
を
行
う
住
宅
等
の
現
況

又
は
工
事
の
予
定
箇
所
の
写
真

③
り
災
証
明
書
又
は
修
繕
証
明

書◆
受
付
期
間　

３
月
29
日（
金
）

ま
で

 

消
防
防
災
課 

☎
21
‐２
７
０
３
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相　　　談 日　時 場所／問合先

○弁護士相談（事前に要予約）

１/11（金）25（金）
10:00 ～ 12:00

本庁／ 本 市民生活課　
☎ 21‐2144

１/17（木）
10:00 ～ 12:00

大平隣保館／人権推進課
☎ 43‐6611

２/19（火）
10:00 ～ 12:00

藤岡公民館／ 藤 生活環境課
☎ 62‐0903

○総合相談（行政・人権・家庭児童・青少年） １/11（金）25（金）
10:00 ～ 12:00 本庁／ 本 市民生活課　

☎ 21‐2144〇宅地建物相談（土地・建物の売買や賃貸借、
所有と管理に関する相談）

１/11（金）
10:00 ～ 12:00

○合同相談（行政・人権・心配・困りごと）

１/ ８（火）
9:30 ～ 11:30

ふるさとふれあい館／ 大  生活環境課　　
☎ 43‐9211 ※行政相談は行いません

１/22（火）
9:30 ～ 11:30

老人憩いの家／ 都 生活環境課
☎ 29‐1102

○市民相談（日常生活の問題など） 月～金曜日
9:00 ～ 17:00

本庁／ 本 市民生活課　　　　
☎ 21‐2144

○消費生活相談 月～金曜日
9:00 ～ 16:00

市民会館／消費生活センター
☎ 23‐8899

○年金相談 １/26（土）
10:00 ～ 12:00

大平隣保館／人権推進課
☎ 43‐6611

○外国人相談 １/19（土）
20:00 ～ 22:00

大平隣保館／人権推進課
☎ 43‐6611

○行政相談

１/ ８（火）
10:00 ～ 12:00

藤岡公民館／ 藤 生活環境課　　　　　
☎ 62‐0903

１/18（金）
13:00 ～ 15:00

西方保健センター／ 西 生活環境課
☎ 92‐0308

○人権相談

月～金曜日
8:30 ～ 17:15

厚生センター・大平隣保館／人権推進課
☎ 24‐2444 ☎ 43‐6611・0120‐46‐7830

２/13（水）
10:00 ～ 12:00

藤岡町藤岡公民館／人権推進課
☎ 43‐6611

１/18（金）
13:00 ～ 15:00

西方保健センター／人権推進課
☎ 43‐6611

○いじめ相談電話（土 ･ 日 ･ 祝日 ･ 時間外は
留守番電話・FAX）

月～金曜日
9:00 ～ 17:00

市民会館／青少年育成センター　 
☎ 24‐0667　FAX23‐6566

○青少年相談（非行問題・不登校など）　 月～金曜日
9:00 ～ 17:00

市民会館／青少年育成センター
☎・FAX23‐6566

○女性のチャレンジ電話相談
（就職・再就職の相談）

火～木曜日
9:00 ～ 16:00

パルティとちぎ男女共同参画センター
☎ 028‐665‐8724

○家庭児童相談
　（0 ～ 17 歳の子どもとその家族）

月～金曜日
９:00 ～ 16:00

福祉庁舎／家庭児童相談室
☎ 21‐2514

○ドメスティック・バイオレンス相談
　（配偶者等からの暴力）

月～金曜日
９:00 ～ 16:00

福祉庁舎／ 本 こども課
☎ 21‐2513

本＝本庁舎
大＝大平総合支所
藤＝藤岡総合支所

都＝都賀総合支所
西＝西方総合支所

相談業務のご案内
ご相談はお気軽にどうぞ　相談は無料で、秘密は厳守します。
住所が市内の方であれば、どこの窓口でも相談できます。

くらしの窓

★
詐
欺
的
な
サ
ク

ラ
サ
イ
ト
商
法

　

携
帯
電
話
に
届

く
迷
惑
メ
ー
ル
や

無
料
Ｓ
Ｎ
Ｓ
サ
イ

ト
な
ど
を
介
し
て

別
の
サ
イ
ト
に
誘
導
さ
れ
気

楽
な
気
持
ち
で
や
り
取
り
を

始
め
一
定
期
間
は
無
料
で
利

用
で
き
ま
す
が
、
そ
の
後
ポ

イ
ン
ト
の
購
入
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
話
が
盛
り
上
が
り

メ
ー
ル
交
換
を
す
る
こ
と
に

抵
抗
感
が
無
く
な
っ
て
き
た

段
階
で
「
有
料
ポ
イ
ン
ト
を

購
入
し
な
い
と
連
絡
が
取
れ

な
く
な
る
」
な
ど
と
サ
イ
ト

業
者
か
ら
連
絡
が
あ
り
メ
ー

ル
交
換
の
た
び
ポ
イ
ン
ト
購

入
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
を
購
入
す
る
際
、

現
金
振
り
込
み
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
、
電
子
マ
ネ
ー
、
コ

ン
ビ
ニ
決
済
な
ど
複
雑
な
決

済
方
法
で
支
払
い
を
続
け
た

結
果
、
気
づ
い
た
時
に
は
被

害
額
が
高
額
に
な
っ
て
い
る

ケ
ー
ス
が
目
立
ち
ま
す
。

☆
「
ア
ド
バ
イ
ス
」　

サ
イ

ト
の
利
用
が
有
料
と
な
る
時

点
で
相
手
と
の
や
り
取
り
を

や
め
ま
し
ょ
う
。

★
買
え
買
え
詐
欺

　

勧
誘
業
者
の
他
に
販
売
業

者
が
登
場
す
る
な
ど
、
立
場

の
違
う
複
数
の
業
者
が
登
場

し
て
、
投
資
商
品
等
を
勧
誘

す
る
巧
妙
な
手
口
を
平
成
24

年
10
月
４
日
に
国
民
生
活
セ

ン
タ
ー
で
は
「
買
え
買
え
詐

欺
」
と
い
う
名
称
を
使
用
し

ま
し
た
。

☆
「
ア
ド
バ
イ
ス
」　

相
手

の
話
を
安
易
に
信
じ
な
い
。

振
り
込
ま
な
い
。
連
絡
を
取

ら
な
い
。

▽
問
合
先　

市
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
（
市
民
会
館
／
日
ノ

出
町
☎
23
‐
８
８
９
９
）

　
新
た
な
契
約
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
！

◆
募
集
人
数　

若
干
名

◆
勤
務
地
域　

栃
木
、
藤
岡
、

西
方
の
各
地
域

◆
対
象　

市
内
に
居
住
す
る
65

歳
ま
で
の
健
康
な
方

◆
内
容　

通
学
路
に
お
け
る
児

◇
提
供
会
員
募
集
中
◇

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
は
、
子
育
て
の
援
助

を
し
た
い
人
（
提
供
会
員
）、

子
育
て
の
援
助
を
受
け
た
い
人

（
依
頼
会
員
）
が
会
員
に
な
っ

て
、
子
ど
も
達
の
健
や
か
な
育

総
合
運
動
公
園
で
ド
リ
ー
ム
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

　

12
月
２
日
（
日
）
元
プ
ロ
野
球
選
手
に
よ
る
「
宝
く

じ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ア　

ド
リ
ー
ム
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
in

栃
木
」
が
総
合
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
、
真
冬
を
思
わ

せ
る
寒
さ
の
中
、
朝
早
く
か
ら
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

　

４
０
０
勝
投
手
金
田
正
一
氏
の
講
演
会
の
ほ
か
、

３
千
本
安
打
の
張
本
勲
氏
を
は
じ
め
と
す
る
元
プ
ロ
野

球
選
手
が
直
接
指
導
を
す
る
「
野
球
教
室
」
な
ど
多
く

の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
選
抜
チ
ー
ム
と
ド
リ
ー
ム
チ
ー
ム
に
よ
る
親
善
試

合
も
行
わ
れ
、
往
年
の
名
選
手
の
一
投
一
打
に
満
員
の

ス
タ
ン
ド
か
ら
大
き
な
歓
声
と
拍
手
が
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。

 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

☎
25
‐
０
９
３
０

元
プ
ロ
野
球
名
選
手
が
直
接
指
導

栃木市交通指導員募集

ち
を
地
域
で
援
助
し
て
い
く
た

め
の
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

提
供
会
員
は
、
仕
事
や
外
出

等
で
、
保
育
施
設
や
塾
へ
の
送

迎
が
出
来
な
い
時
や
、
通
院
等

で
一
時
的
に
お
預
か
り
す
る
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
場
合
に
応
じ
た

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
も
提
供
会
員
に
な

り
、
子
育
て
の
応
援
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

で
き
る
こ
と
を
、
で
き
る
時

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
提
供
会
員
募
集
中

童
の
交
通
安
全
指
導
（
平
日
の

７
時
～
８
時
ま
で
）、
こ
の
ほ

か
イ
ベ
ン
ト
等
に
お
け
る
交
通

整
理
あ
り

◆
任
期　

平
成
25
年
４
月
１
日

か
ら
２
年
間
（
再
任
用
あ
り
）

◆
報
酬　

月
額
４
万
７
千
円

◆
申
込
み　

履
歴
書
を
添
え
て

１
月
31
日
（
木
）
ま
で
に

 

交
通
防
犯
課
☎
21
‐
２
１
４
１

／
藤 

生
活
環
境
課
☎
62
‐
０

９
０
３
／

 

生
活
環
境
課
☎

92
‐
０
３
０
８

に
、
で
き
る
範
囲
で
少
し
ず
つ

お
手
伝
い
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
提
供
会
員
の
資
格　

年
齢
や

資
格
は
問
い
ま
せ
ん
。
当
セ
ン

タ
ー
で
行
う
講
習
会
の
受
講
が

必
要
で
す
。

◇
育
児
依
頼
対
象
年
齢　

０
歳

か
ら
小
学
６
年
生
ま
で
の
児
童

◇
報
酬　

７
０
０
円
／
時
間

（
基
本
）

◇
登
録
料
、
会
費
、
受
講
料
等

無
料

★
依
頼
会
員
・
両
方
会
員
（
依

頼
、
提
供
の
両
方
で
き
る
方
）

も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
栃
木
（
☎
25
‐

１
０
４
０
）
大
平
（
☎
43
‐

１
１
３
４
）

　節電や温暖化防止対策として「暖房室温
20℃」「あったかアイテムを取り入れよう」
などウォームビズを実施します。
　皆さんのご理解ご協力をお願いします。

 環境課 ☎ 21 ‐ 2601

WARM　BIZ　２０１３ 農
業
用
軽
油
引 

取
税

免
税
証
の
交
付
申
請

　

農
作
業
に
使
用
す
る
軽
油

は
、
免
税
証
の
交
付
を
受
け
る

こ
と
で
、
軽
油
引
取
税
が
免
税

に
な
り
ま
す
。
平
成
25
年
分
の

免
税
証
の
交
付
申
請
を
受
け
付

け
ま
す
。
申
請
窓
口
は
下
都
賀

庁
舎
で
す
。

◆
申
請
期
間　

１
月
７
日
（
月
）

～
25
日
（
金
）
土
日
祝
日
を
除
く

受付日 対象
地域 会場

１月   7 日（月）～ 11 日（金）栃木 下都賀庁舎第 1 別館
2 階大会議室１月 15 日（火）～ 16 日（水）都賀

１月 17 日（木）～ 18 日（金）西方
１月 21 日（月）～ 23 日（水）藤岡 下都賀庁舎第 2 福利

厚生棟 2 階会議室１月 24 日（木）～ 25 日（金）大平
受　　付　　時　　間

各日とも 8:45 ～ 11:30 および 13:00 ～ 16:30

※
混
雑
を
避
け
る
た
め
、
対
象

地
域
を
左
表
の
通
り
設
け
ま
し

た
。
な
お
、
対
象
地
域
の
受
付

日
に
お
越
し
い
た
だ
け
な
い
場

合
は
、
期
間
内
で
都
合
の
良
い

日
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
に
持
参
す
る
も
の

①
免
税
軽
油
使
用
者
証
②
印
鑑

③
免
税
軽
油
の
引
取
り
等
に
係

る
報
告
書
④
手
数
料
４
２
０
円

【（
新
規
申
請
お
よ
び
耕
作
面
積

が
増
え
た
場
合
の
み
）
⑤
耕
作

証
明
書
（
使
用
者
証
更
新
の
み

の
場
合
に
は
耕
作
証
明
書
は
不

要
）】

◆
問
合
先
○
栃
木
県
税
事
務

所
免
税
軽
油
担
当
☎
23
‐

３
４
１
６
（
農
業
用
軽
油
免
税

証
に
つ
い
て
）

○
栃
木
市
農
業
委
員
会
☎
21
‐

２
５
２
６
（
耕
作
証
明
書
に
つ

い
て
）
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各種体験教室生徒＆年明け開講講座生募集
体験教室

☆
市
営
住
宅

○
川
原
田
西
市
営
住
宅
（
高
齢

者
・
障
が
い
者
の
い
る
世
帯
の

申
込
住
戸
）

　

３
Ｄ
Ｋ　
　

１
戸

○
大
宮
市
営
住
宅
（
高
齢
者
・

障
が
い
者
の
い
る
世
帯
の
申
込

住
戸
）

　

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ　
　

１
戸

○
大
宮
市
営
住
宅
（
20
歳
未
満

の
子
を
扶
養
す
る
ひ
と
り
親
家

庭
の
申
込
住
戸
）

　

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

１
戸

○
大
宮
市
営
住
宅

　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

１
戸

○
城
内
南
市
営
住
宅

　

３
Ｄ
Ｋ　
　

１
戸

○
城
内
南
第
２
市
営
住
宅

　

３
Ｄ
Ｋ　
　

１
戸

○
神
田
市
営
住
宅

　

３
Ｄ
Ｋ　
　

１
戸

◆
申
込
期
間　

１
月
７
日（
月
）

入
居
者
募
集
情
報

集う♪学ぶ♪愉しむ♪

平
成
24
年
度
健
康
づ
く
り

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

◆
日
時　

２
月
５
日
、
12
日
、

19
日
、
26
日
の
火
曜
日
９
時
～

11
時
30
分

◆
場
所　

栃
木
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
今
泉
町
２
丁
目
）　

◆
対
象　

講
座
の
全
日
程
に
参

加
で
き
る
方
。
公
民
館
等
で
の

介
護
予
防
教
室
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
活
動
で
き
る
方
20
人

◆
内
容　

高
齢
者
と
の
関
わ
り

方
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
健

康
づ
く
り
に
関
す
る
講
話
と
実

技◆
費
用　

千
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

◆
申
込
み　

１
月
25
日
（
金
）

ま
で
（
先
着
順
）
栃
木
地
域
包

学
校
支
援
員
を
募
集

郷
土
芸
能
の
道
具
類
整
備
・

後
継
者
育
成
活
動
助
成
の
募
集

　

公
益
財
団
法
人
・
明
治
安
田

ク
オ
リ
テ
ィ
オ
ブ
ラ
イ
フ
文
化

財
団
に
よ
る
、
郷
土
芸
能
の
道

具
類
整
備
や
後
継
者
育
成
活
動

に
対
す
る
助
成
事
業
。

◆
対
象　

郷
土
芸
能
保
存
団
体

（
文
化
財
指
定
は
不
問
）

都
賀
聖
地
公
園
墓
所
公
募

～
11
日
（
金
）
8
時
30
分
～
17

時◆
入
居
日　

２
月
１
日
（
金
）

※
入
居
資
格
・
条
件
等
、
詳
細

は
下
記
へ
（
申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

 

施
設
管
理
課 

☎
21
‐
２
６
２
３

○
特
別
支
援
教
育
支
援
員
及
び

通
級
教
室
指
導
員

◆
雇
用
期
間　

平
成
25
年
４
月

１
日
（
月
）
～
平
成
26
年
３
月

24
日
（
月
）
※
年
間
２
０
０
日

以
内

◆
勤
務
時
間　

１
日
７
時
間

◆
報
酬　

９
，
１
０
０
円
／
日

◆
内
容　

学
校
生
活
に
お
い
て

特
別
に
支
援
を
要
す
る
児
童
生

徒
や
不
登
校
児
童
生
徒
等
へ
の

対
応
（
教
員
免
許
有
資
格
者
や

心
理
職
経
験
者
を
優
遇
）

○
学
力
向
上
支
援
員

◆
雇
用
期
間　

平
成
25
年
４
月

１
日
（
月
）
～
平
成
26
年
３
月

31
日
（
月
）

◆
資
格　

教
員
免
許
を
有
す
る

方◆
報
酬　

18
万
３
千
円
／
月

◆
内
容　

単
独
ま
た
は
テ
ィ
ー

ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
等
で
授
業
を

行
う
。

☆
共
通
事
項

◆
資
格　

平
成
５
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方
で
、
教
育

へ
の
夢
を
持
ち
、
児
童
生
徒
と

共
に
活
動
で
き
る
方

◆
選
考
方
法　

作
文
、
面
接

◆
面 

接 

日　

２
月
２
日
（
土
）

◆
場
所　

大
平
公
民
館
（
大
平

町
蔵
井
）

◆
申
込
・
問
合
先　

１
月
４
日

（
金
）
～
18
日
（
金
）
に
志
望

書
（
学
校
教
育
課
に
あ
り
。
ま

た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
を

学
校

教
育
課
☎
21
‐
２
７
０
８　
　

平成 24 年度年明け開講後期講座

大平勤労青少年ホーム

　

読
み
聞
か
せ
学
習
会
・

　
　
　
　
　

３
回
連
続
講
座

　

子
ど
も
の

情
操
教
育
や

脳
の
発
達
に

も
良
い
と
い

わ
れ
る
「
読

み
聞
か
せ
」
を
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
！

◆
日
時　

２
月
５
日
（
火
）・

12
日
（
火
）
19
日
（
火
）
10
時

～
11
時
30
分（
３
回
連
続
講
座
）

◆
場
所　

厚
生
セ
ン
タ
ー
（
栃

木
第
四
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
／
旭
町
）

◆
講
師　

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
「
九
輪
草
の
会
」

◆
定
員　

市
民
10
人

◆
参
加
費　

無
料

◆
申
込
み　

１
月
４
日
（
金
）

家
族
介
護
者
の
集
い

　

家
族
を
介
護
し
て
い
る
方
の

心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図
る

教
室
を
開
催
。
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー

付
き
で
す
。

◆
日
時　

１
月
27
日
（
日
）　

10
時
～
12
時

◆
場
所　

ソ
レ
ア
ー
ド
栃
木

（
樋
ノ
口
町
）

◆
対
象　

要
介
護
高
齢
者
等
を

介
護
し
て
い
る
方
、
介
護
に
関

心
の
あ
る
方

◆
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

◆
費
用　

１
千
円（
材
料
費
代
）

◆
内
容　
「
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
」

～
発
泡
入
浴
剤
を
つ
く
ろ
う
～

◆
講
師　

リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン

サ
ロ
ン
ピ
ュ
ア
田
中
久
仁
子
氏

◆
申
込
み　

１
月
21
日
（
月
）

ま
で
国
府
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
27
‐
３
８
５
５

◆講座時間：19 時～ 21 時
◆対象：市内在住か在勤のおおむね 35 歳以下の方（先着順）
◆費用：無料（教材費は自己負担）
◆申込み：１月７日（月）～（先着順）教材費を添えて問合先へ
　☆ウイングとちぎ（栃木勤労青少年ホーム）は、若者の就職支援のた
め、専属のキャリアカウンセラーが相談を実施中（月曜日 13 ～ 21 時）。
　ジョブカフェとちぎを紹介しますので、お気軽に相談を。

ウイングとちぎ第３期講座生募集

曜日 講座名 定員 教材費 期間・回数
月 みんなの英会話 20 人 無料 1/21 ～ 3/18 全  ８回

火
バドミントン 20 人 1,000 円 1/22 ～ 3/12 全  ８回
エアロビクス 25 人 無料 1/15 ～ 3/26 全  11 回

水
楽しい料理 15 人 3,000 円 2/  6  ～ 3/13 全  ６回

リラックス　ヨガ 20 人 無料 1/16 ～ 3/  6 全  ８回
ソフトバレーボール 20 人 無料 2/  6 ～ 3/13 全  ６回

木 ズンバ 25 人 無料 1/17 ～ 3/21全10 回
金 レッツコーラス 20 人 無料 1/25 ～ 3/22 全  ９回
土 フラダンス 20 人 無料 1/26 ～ 3/16 全  ８回

廃
油
で
石
鹸
を
作
ろ
う

　
「
一
人
ひ
と
り
が
気
を
つ
け

た
い
」
環
境
や
エ
コ
生
活
を
出

前
講
座
で
学
ぼ
う
。

◆
日
時　

２
月
21
日
（
木
）
10

時
～
12
時

◆
場
所　

勤
労
者
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
今
泉
町
1
丁
目
）

◆
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
15

人◆
費
用　

無
料

◆
内
容　

環
境
問
題
や
エ
コ
生

活
な
ど
身
近
な
事
柄
を
解
り
や

す
く
説
明
し
、
日
常
生
活
に
活

か
す
た
め
の
講
座
で
す
。

◆
持
ち
物　

牛
乳
パ
ッ
ク
・
２

ℓ
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
各
１
個
（
共

に
洗
浄
・
乾
燥
済
の
も
の
）

◆
申
込
み　

１
月
10
日
（
木
）

～
２
月
15
日
（
金
）
ま
で
（
先

着
順
）
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
☎
27
‐
７
１
４
０

世
界
の
料
理
交
流
会

　

～
ネ
パ
ー
ル
料
理
編
～　

　

ネ
パ
ー
ル
料
理
は
、
地
域
、

民
族
ご
と
に
違
い
が
あ
り
、
香

辛
料
は
使
い
ま
す
が
、
イ
ン
ド

料
理
よ
り
マ
イ
ル
ド
で
、
日
本

人
の
口
に
も
合
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
ネ
パ
ー
ル
料
理
２

品
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

◆
日
時　

１
月
21
日
（
月
）
10

時
～
14
時

◆
場
所　

大
宮
公
民
館
調
理
室

（
大
宮
町
）

◆
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

◆
費
用　

千
円
（
材
料
費
）

◆
内
容　

ネ
パ
ー
ル
カ
レ
ー
、

野
菜
パ
コ
ラ
（
ネ
パ
ー
ル
の
天

ぷ
ら
）

◆
講
師　

プ
ル
ナ
・
バ
ハ
ド
ル
・

バ
ス
ネ
ッ
ト
氏
（
ネ
パ
ー
ル
出

身
）

◆
申
込
・
問
合
先　

国
際
交
流

協
会
（
市
民
会
館
内
☎
25
‐

３
７
９
２
）

講座名 開催日 用意するもの 定員

基礎を学ぼう！
ハングル体験教室

2/18、25（月）
19:00 ～

筆記用具、
ハングル辞書 15 人

ベリーダンス体験教室 2/20（水）
19:00 ～

タオル、飲み物、
靴下 25 人

※申込締切はともに２月16日（土）まで

講座名 日程 用意するもの 講座アピール

香りを日常に☆
アロマセラピー

1/29、2/12・26、
3/12・26 の火曜日
19:00 ～

費用各回 500 円
～ 1,000 円程度

香りで癒しの空間
を作りましょ♪

みんなで歌おう☆
ゴスペル

1/24、2/7・21、
3/7・21 の木曜日
19:30 ～

筆記用具、飲み
物

うまいヘタは問い
ません！

自分を綺麗に☆
メイクアップ

1/31、2/14・28、
3/14・28 の木曜日
19:00 ～

費用各回 500 円
～ 1,000 円程度
筆記用具

自分の未知なる美
を体験してみませ
んか？

◆
受
付
期
間　

１
月
10
日（
木
）

～
28
日
（
月
）
８
時
30
分
～
17

時
※
土
日
祭
日
を
除
く
（
応
募

多
数
の
場
合
抽
選
）

◆
墓
所
の
概
要

○
４
か
所

○
第
１
種
（
芝
生
墓
地
）
面
積

６
㎡
／
区
画

○
永
代
使
用
料　

25
万
円
／
区

画○
清
掃
管
理
手
数
料　

３
千
円

／
年

◆
使
用
者
の
資
格　

○
申
し
込
み
時
点
で
市
内
に
１

年
以
上
居
住
（
住
民
基
本
台
帳

に
記
載
）
さ

れ
て
い
る
方

で
現
在
市
内

に
墓
地
を
お

持
ち
で
な
い

方

括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
21
‐
２
５

３
８

場所・問合先　大平勤労青少年ホーム（大平町蔵井）☎ 43 ‐ 5191
開館時間　13：00 ～ 21：00

無料就労支援相談会を開催
（就労に関する青少年個人やご家族からの相談も受け付けます）

◆対象者　　未就職者、求職者、転職希望等に悩んでいる方。市内在住・
　　　　　　在勤で 40 歳位までの方
◆開催日　　３月上旬予定 13 時 30 分～ 17 時
◆定員　　　５人程度（先着順）
◆申込締切　２月 28 日（木）まで、ホームに申し
　　　　　　込みください。
　相談は、ジョブカフェとちぎ（とちぎ就労支援セ
ンター）キャリアカウンセラー及び、県南若者サポートステーションの
相談員が無料で行います。
※秘密は厳守します。お気軽に問い合わせください。

◆
申
込
み　

１
月
７
日
（
月
）

ま
で
に
電
話
で

 

文
化
課
☎

21
‐
２
７
４
２

～
25
日（
金
）※
託
児
あ
り（
要

予
約
）

人
権
推
進
課（
厚
生
セ
ン
タ
ー
）

☎
24
‐
２
４
４
４

○
市
税
を
完
納
し
て
い
る
方

◆
抽
選
日　

１
月
31
日
（
木
）

15
時
（
都
賀
総
合
支
所
）

◆
申
込
・
問
合
先

都 

生
活
環
境
課 

☎
29
‐１
１
０
２

場所・問合先　栃木勤労青少年ホーム（日ノ出町）☎ 22 ‐ 3113
開館時間　平日 13：00 ～ 21：00　土曜日　17：00 ～ 21：00
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時＝日時／時間　場＝場所　対＝対象　内＝内容
費＝費用　定＝定員　申＝申込・問合先　
詳細は各団体等に問い合わせください。

おおひらスキー（スノボー）スクール参加者募集
時２月２日（土）～３日（日）※広報とちぎ 11 月号に２
月９日～ 10 日予定で掲載を変更場山形県蔵王温泉ス
キー場（山形市）対小学生以上（小学生は保護者同伴）
40 人内公認指導員が講習会を実施。希望者には基礎
スキー技能検定会を実施費一般 18,000 円、小学生
16,000 円（バス代、宿泊代、指導料、保険料含む）
※リフト代別申１月18 日（金）まで大生涯学習担当ス
ポーツ振興チーム（大平公民館内／☎ 43‐9225）
やさしく教えるふじおかスキー／スノーボード教室
時１月 26 日（土）６時～ 19 時 10 分場 会津高原だい
くらスキー場（福島県南会津郡南会津町） 内スキーの
場合のみ講師の指導付き対小学 4 年生以上の市民（未
成年者は保護者の同意が必要）40 人（先着順）費小
学生 6,000 円、中学生以上 6,500 円※レンタル代を
除く申１月４日（金）～ 18 日（金）藤岡スポーツふれ
あいセンター☎ 62‐1301 ／本スポーツ振興課☎ 25
‐0930 ／大平公民館☎ 43‐9225
第 12 回都賀綱引き大会参加チーム募集
時２月17日（日）（時間は参加チーム決定後お知らせ）
場 都賀中学校体育館（都賀町家中）対市内在住の成
人男性（１チーム９人）※チームから１人の大会協力員
を、お願いします費１チーム 1,000 円申１月４日（金）
～ 18 日（金）参加料を添えて都スポーツ振興チーム（都
賀公民館内／☎ 27‐5050）へ

第 63 回県南五市対抗親善駅伝競走大会
　平成 25 年１月 14 日（月）第 63 回県南五市対
抗親善駅伝競走大会が、小山市文化センター裏（ス
タート）から、足利市陸上競技場（ゴール）までの
計 10 区間で開催されます。
　本市でも、栃木市Ａ、Ｂの２チームが参加します。
沿道では、選手への温かい応援をお願いします。ま
た、選手走行中は、道路が混みますので、ご了承く
ださい。
時１月 14 日（月）10 時～場 小山市文化センター裏
～足利市陸上競技場内《中継所通過予定時刻》スター
ト（10 時）～巴波川浄化センター野球場入口（10 時
23 分）～大坂屋運送（10 時 35 分）～おおひら歴史
民俗資料館前（10 時 53 分）～ゴール（12 時 22 分）
申 本スポーツ振興課☎ 25‐0930

水
と
み
ど
り
の
ふ
れ
あ
い

体
験
活
動
参
加
者
募
集　

輝
い
て
生
き
る
み
ん
な
の
つ
ど
い

と
ち
ぎ
市
民
環
境
ま
つ
り

　

県
内
有
数
の
規
模
と
歴
史
を
誇
る
郡
市
町
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
が
、
県
庁
（
宇

都
宮
市
）
～
栃
木
市
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
を
往
復
す
る
コ
ー
ス
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
県
内
各
郡
・
市
・
町
の
名
誉
を
か
け
、
中
学
生
～
一
般
・
男
女
ラ
ン
ナ
ー

が
、
10
区
間
・
60
ｋ
ｍ
の
熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
同
日
、
市
総
合
運
動
公
園
内
で
は
第
５
回
栃
木
県
小
学
生
駅
伝
競
走
大

会
（
10
時
ス
タ
ー
ト
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
選
手
へ
の
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
大
会
当
日
は
、
ラ
ン
ナ
ー
や
大
会
関
係
車
両
の
通
行
に
よ
り
一
時
的
に
道
路
が

混
雑
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
日
時　

２
月
16
日
（
土
）
10

時
～
15
時

◆
場
所　

出
流
ふ
れ
あ
い
の
森

◆
対
象　

親
子
15
組（
先
着
順
）

◆
参
加
費　

無
料

◆
内
容　

間
伐
材
を
使
っ
た
プ

ラ
ン
タ
ー
づ
く
り
・
ホ
タ
ル
の

幼
虫
放
流
他
※
木
工
品
は
持
ち

帰
り

◆
申
込
み　

２
月
１
日
（
金
）

ま
で
に
電
話
ま
た
は
直
接 

 

農
林
課
☎
21
‐
２
５
５
７

２
月
16
日
（
土
）
10
時
～
14
時
30
分　

　
「
と
ち
ぎ
市
民
環
境
ま

つ
り
」
は
市
民
一
人
ひ
と

り
の
環
境
に
対
す
る
意
識

を
高
め
、
市
民
、
事
業
者
、

市
が
一
体
と
な
っ
て
、
よ

り
良
い
環
境
づ
く
り
を
促

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

環
境
に
つ
い
て
楽
し
く
学

べ
る
ま
つ
り
で
す
。
ご
家

族
、
お
友
だ
ち
お
誘
い
合

わ
せ
の
う
え
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◆
場
所　

市
民
会
館
（
日
ノ
出
町
）

◆
内
容　

環
境
に
関
す
る
各
種
展
示
、
取
組
発
表
／
水
質
検
査
／

模
擬
店
そ
の
他
、
同
時
開
催　

栃
木
市
消
費
生
活
展

◆
問
合
せ　

 

環
境
課
☎
21
‐
２
６
０
１

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
健
康
に

つ
い
て
」。
新
体
力
テ
ス
ト
な

ど
を
実
施
し
ま
す
。
自
分
の
体

力
は
何
歳
な
の
か
？　

一
緒
に

体
を
動
か
し
て
、
健
康
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
日
時　

１
月
29
日
（
火
）
13

時
30
分
～
15
時
30
分
（
受
付
13

時
）

◆
場
所　

ゆ
う
ゆ
う
プ
ラ
ザ

（
大
平
町
西
野
田
）

◆
対
象　

ど
な
た
で
も
（
50
人

程
度
）

◆
費
用　

無
料

◆
問
合
せ　

大
平
女
性
団
体
連

絡
協
議
会
事
務
局
（ 

大 

生
活

環
境
課
内
☎
43
‐
９
２
２
２
）

ふ
れ
あ
い
バ
レ
ン
タ
イ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー

◆
日
時　

２
月
10
日
（
日
）
13

時
～
16
時

◆
場
所　

シ
ダ
ッ
ク
ス
栃
木
昭

和
ク
ラ
ブ
（
昭
和
町
）

◆
対
象　

25
歳
～
45
歳
独
身
勤

労
者
男
女
各
20
人

◆
参
加
費　

男
性
５
千
円
・
女

性
２
千
円

◆
内
容　

地
域
活
性
と
独
身
勤

労
者
の
た
め
の
婚
活
支
援

◆
申
込
み　

２
月
１
日
（
金
）

ま
で
に
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
☎
27
‐
７
１
４
０

都賀食育フェスティバル

第
54
回
栃
木
県
郡
市
町
駅
伝
競
走
大
会

１
月
27
日
（
日
）
雨
天
決
行

～親子で参加しよう～　

開
会
式　

９
時
15
分
（
県
庁
）

往
路
ス
タ
ー
ト　

10
時
（
県
庁
）

復
路
ス
タ
ー
ト　

12
時
30
分
（
市
陸
上
競
技
場
）

閉
会
式　

15
時
（
県
庁
）

◆
問
合
せ　

 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎
25
‐
０
９
３
０

２月 24 日（日）10 時～ 12 時　
　都賀地域では、食育推進活動を通じ地産地消の普及
を図るとともに、食の大切さを知ってもらうため『食育フェ
スティバル』を開催します。
◆内容　食育の話（講話／地元小学生の実践例）、じゃ
んぼ食育カルタ、「食育ソング」歌と踊り、「特産物を使っ
たアイデアお菓子」の披露と試食、餅つき体験、地産
地消料理の試食会
◆場所　都賀公民館（都賀町原宿）
◆対象　市内の幼稚園・保育園児及び小・中学生と保
護者 100 組（先着順）
◆参加費　無料
◆申込・問合先　２月１日（金）～８日（金）都賀公民館
☎ 27‐5050

復路に向けてスタートする選手たち（2012 年、市陸上競技場）
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＝日時／時間　 ＝場所　 ＝対
象　 ＝内容　 ＝講師　 ＝担当
医師　 ＝費用　 ＝定員　 ＝申
込・問合せ　 ＝主催　 ＝後援
詳細は各団体等に問い合わせください。

　
シルバー人材センター入会説明会

１月 24 日（木）13 時 30 分～ 栃
木保健福祉センター（今泉町２丁目）
市内在住で働く意欲のある 60 歳以上
の方 問い合わせはお住まいの地域の
事 業 所へ。栃 木事務局☎ 23‐4165
▽藤岡事業所☎ 62‐1534 ▽都賀事
業所☎ 27‐8812 ▽大平事業所☎ 43
‐0155 ▽西方事業所☎ 92‐8390 ※
除草・塗装のできる方大募集（経験者、
興味のある方は参加ください※植木手入
れ・除草・草刈・家事援助等の仕事を
割安な料金でお受けしています。）

シルバー人材センター刃物研ぎ
１月16 日（水）９時～ 12 時（申込

みは 12 時まで）※雨天中止 蔵の街
広場（万町） 包丁類 300 円～、刈込
はさみ 500 円～、修理 100 円～ シ
ルバー人材センター栃木事務局☎ 23‐
4165

幼児安全法短期講習会受講者募集
１月 28 日（月）10 時～ 12 時 藤

岡保健福祉センター（藤岡町赤麻／渡
良瀬の里となり） ０～３歳までの子ど
もの保護者 20 人（先着順） 小さい子
どもの不慮の事故は身近な場所で起こ
り、予測がつかないことがあります。い
ざという時、あわてずしっかりと処置が
できるよう基本的な救急法などを学ぶ
とともに、保護者同士の交流を図るこ
とを目的として開催します 無料 受
付中　社会福祉協議会藤岡支所☎ 62
‐5861

栃木市民活動推進事業「とちぎ夢ファー
レ」日立栃木理科クラブ「科学となかよ
しに・モノづくり教室」

１月 26 日（土）ラーメンカップでホー
バークラフトをつくろう、２月９日（土）
静電気モーターで遊ぼう、23 日（土）
炭・活性炭と塩水で電池をつくろう、３
月９日（土）紙コップＵＦＯを飛ばして
遊ぼう、23 日（土）万華鏡をつくろう、
各日ともに第１回目９時～ 10 時 20 分、
第２回目 11 時～ 12 時 20 分 日立栃

木理科クラブ（東武線新大平下駅東口
駅前・駐車場あり） 第２・第４土曜日
９時～１２時受付、日立栃木理科クラブ
☎ 43‐0941

栃木しもつかれんフォーラム
栃木郷土料理、しもつかれの試食交流
会です。
○しもつかれ作り講座

２月２日（土）13 時 30 分～16 時 
25 人（先着順）※エプロン、三角巾、
持ち帰り容器、スリッパをお持ちくださ
い
○しもつかれの試食交流会

２月３日（日）13 時 30 分～15 時 30
分 50 人（先着順）※マイ箸、マイ皿
をお持ちください（腕自慢のしもつかれ
提供者も大募集中）
★共通事項　 大宮公民館（大宮町）

500 円 しもつかれん（くらら内）
☎ 20‐7131

栃木市母親くらぶ　ゆ・る・く　新春
だよ！集まれ～！おもちつき大会

１月14 日（月・祝）10 時 30 分～ 13
時 おもちつき・とん汁・昔遊びなど、 
盛りだくさん。うすでついたおもちはお
いしいよ！ １家族 500 円 母親クラ
ブゆるく／渡辺☎ 22‐7062

篆刻（てんこく）教室会員募集
毎月第 2・4 木曜日９時 30 分～ 11

時 30 分 大平公民館（大平町蔵井）
知人友人におくる絵手紙・水彩画・日

本画・書道・水墨画等の自号（雅号）印
を彫ってみませんか。必要なものは来
場時にお知らせ 会費は無料 篆刻
教室／川島☎ 43‐5000 ／上原☎ 43‐
8451 ／三浦☎ 44‐0124

初歩のデジカメ講座「蔵の街を撮ろう」
２月２日（ 土 ）13 時 30 分～ 16 時

30 分 小山高専サテライト・キャンパ
ス（倭町） 中学生以上６人 初心者
を対象に、蔵の街を撮影しながらデジ
カメの基礎を学ぶ 無料 １月 25 日

（金）まで（メールまたは FAX で、希望
講座名、住所、氏名、フリガナ、年齢
を記入）小山工業高等専門学校講座
イベント申込窓口☎ 0285‐20‐2197
／ FAX0285‐20‐2880 ／ メ ー ル
kouza@oyama-ct.ac.jp

インターネット安全教室開催
１月 26 日（土）13 時 30 分～ 15 時

30 分※開場 13 時 栃木公民館（日ノ
出町） 70 人 インターネットを安心
安全に使うための知識を習得しましょ
う！県警本部サイバー犯罪担当者も参
加。その他・クイズ学習・質疑応答など。
当日の CD を配布 ＮＰＯ法人栃木県
シニアセンター 教育委員会生涯学習
課☎ 21‐2732 ／ＦＡＸ 23‐7059

平成 26 年 1 月から、記帳・帳簿等の
保存制度の対象者が拡大されます
　 個人の白色申告者のうち前々年分あ
るいは前年分の事業所得、不動産所得
又は山林所得の合計額が 300 万円を
超える方に必要とされていた記帳と帳簿
書類の保存が、これらの所得を生ずべ
き業務を行う全ての方（所得税の申告
の必要がない方を含む）について、平
成 26 年1月から同様に必要となります。
詳細は国税庁ホームページ http://www.
nta.go.jp へ 栃木税務署個人課税部
門☎ 22‐0885 ※自動音声２

学悠館高校学校説明会
１月 30 日（水）14 時～ 14 時 20 分

受付 募集＝定時制課程午前の部（普
通科 80 人）、午後の部（普通科 80 人）、
夜間の部（普通科 40 人、商業科 40 人）、
通信制課程 450 人※転入・編入学、定
時制課程 60 人（普通科・商業科）、通
信課程総定員の範囲内 前日までにＦ
ＡＸか電話で県立学悠館高校／大塚☎
20‐7073 ／ FAX24‐9299

たき火のつどい
２月９日・23 日（土）９時～ 12 時 

太平少年自然の家（平井町） 県内の
３歳以上の子どもを含む６人以内の親
子や保護者 各回抽選 13 グループ（50
人程度） 山で落ち葉や枯れ枝を集め
て、焼き芋やマシュマロ焼きなどをしな
がら、たき火を楽しむ。参加者には詳
しい案内を送ります １人 200 円 ９
日…１月７日～１月 21日、23 日…２月１
日～２月12 日ハガキかＦＡＸで※期間内
必着太平少年自然の家☎ 24‐8551 ／
FAX24‐8569

中小企業組合設立支援のお知らせ
　中小企業団体中央会では、４人（社）
から設立できる協同組合・企業組合の
設立運営の支援をしています。また、
一般社団法人やＮＰＯの設立運営支援
も行っていますので、相談ください。

市内中小企業者 県中小企業団体中
央会☎ 028‐635‐2300

大学生等の保護者のための就職ガイダ
ンス

第１回２月15 日（金）、第２回２月19
日（火）13 時 30 分～ 15 時（ガイダン
ス）、15 時～ 16 時（個別相談） 第１
回…県庁東館（宇都宮市塙田）、第２回
…小山庁舎（小山市犬塚） 県内在住
の大学生等の保護者 100 人（先着順）

県内の雇用情勢・就職支援事業の説
明や大学生の就職状況、県内中小企業
の情報提供などを行います。また、個
別相談も実施しますので、申込の際に
希望をお知らせください（各回 20 人程
度） １月15 日（火）～※受付 13 時
30 分～ 17 時県労働政策課☎ 028‐

623‐3224

いきいきチャレンジ
２月２日（土）～３日（日） とちぎ海

浜自然の家（茨城県鉾田市玉田） 県
民の大人 50 人 海産物調理（干物・マ
リネなど）、塩づくり・つぼ焼き芋、ふ
れあいタイム（交流活動）ほか 6,000
円 １月７日（月）まで※はがき、ファッ
クスまたは電 話で、事業名、郵便番
号、住所、電話番号、代表者および全
参加希望者の氏名・年齢（性別）を記
入し、とちぎ海浜自然の家☎ 0291‐37
‐4004 ／ FAX0291‐37‐4008

自殺対策フォーラム
１月 31 日（木）15 時～ 17 時 小

山庁舎（小山市犬塚） どなたでも 80
人 テーマ：『「うつ」とメンタルヘルス
～早く気づいてみんなで支えよう～』
坂元薫氏（東京女子医科大学神経精神
科教授） 無料 １月 24 日（木）ま
で県南健康福祉センター健康支援課☎
0285‐22‐6192

天体観望会
１月12 日・19 日（土）19 時～ 21 時
太平少年自然の家（平井町） どな

たでも 大型望遠鏡で冬の星座や木星
等を観望。懐中電灯を準備ください。
駐車場は、入口にて職員が案内します。
※当日、天候が悪い場合（星が見えな
い状態）は中止。17 時以降に問合先
へ 無料 太平少年自然の家☎ 24
‐8551

税理士による確定申告無料相談
　各税理士事務所で、所得税の確定申
告に関する相談を無料で行います。最
寄りの税理士事務所へ事前に電話で申
し込みください。※相談内容によっては
料金がかかることもありますので、確認
ください。 ２月６日（水） 各税理士
事務所 受付９時 30 分～ 16 時各税
理士事務所へ

新卒者等就職応援　weeks　in うつの
みや

２月４日（月）～１５日（金）10 時
～ 16 時 とちぎジョブモール（宇
都宮市駅前通り） 大学等卒業予定
者、卒業後３年以内の未就職者 ▽
臨床心理士による面接メンタルトレー
ニング（10 人）▽企業面接会・企業
見学会（各企業による） メンタルト
レーニング（とちぎジョブモール）☎
028 ‐ 623 ‐ 3226、 企 業 面 接 会・
企業見学会（宇都宮新卒応援ハロー
ワーク）☎ 028 ‐ 678 ‐ 8311 ※面
接参加者は、事前に宇都宮新卒応援ハ
ローワーク等にて紹介状の交付が必要
です。
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＝日時、 ＝会場、 ＝料金、 ＝定員、 ＝チケット、 ＝プレイガイド、 ＝申し込み、

＝開場、 = 開演時間、 ＝託児サービス、 ＝電話予約、 ＝問い合わせ

★
お
は
な
し
広
場【10

時
30
分
～
11
時
】

１
月
12
日
（
土
）
読
み
聞
か
せ

　
「
お
も
ち
の
き
も
ち
」
他

１
月
26
日
（
土
）
読
み
聞
か
せ

　
「
く
ま
の
ビ
ー
デ
ィ
ー
く
ん
」
他

　

場
所　

２
階
・
視
聴
覚
室

★
え
ほ
ん
デ
ビ
ュ
ー

１
月
19
日
（
土
）
11
時
～
11
時
30
分

　

場
所　

１
階
・
お
や
こ
ル
ー
ム

　

対
象　

赤
ち
ゃ
ん
～
未
就
園
児

※
と
も
に
、
参
加
費
無
料
・
申
込
不
要

★
写
真
展
「
世
界
の
旅
」

～
南
米
・
ア
フ
リ
カ
・
中
近
東
～

謎
の
空
中
都
市
（
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
）、

ア
ブ
シ
ン
ベ
ル
神
殿
（
ア
ス
ワ
ン
）、

広
大
な
遺
跡
群
（
ペ
ル
セ
ポ
リ
ス

遺
跡
）
他
、全
25
点
を
展
示
し
ま
す
。

１
月
９
日
（
水
）
～
30
日
（
水
）

　

場
所　

ミ
ニ
ミ
ニ
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
（
１
階
ロ
ビ
ー
内
）

　

時
間　

開
館
中
い
つ
で
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

　

撮
影
者　

天
谷
敏
氏

★
第
３
回
大
平
図
書
館
寄
席

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
「
冗

談
法
人　

真
岡
落
語
研
究
会
」
の

面
々
に
よ
る
図
書
館
寄
席
で
す
。

２
月
16
日
（
土
）
14
時
～
15
時
30
分

　

場
所　

２
階
・
会
議
室

※
詳
細
は
、
広
報
と
ち
ぎ
２
月
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

★
お
は
な
し
会

『
へ
び
年
の
お
は
な
し
』

１
月
５
日
（
土
）
14
時
～
15
時

　
「
は
な
す
も
ん
か
」、「
へ
び
く
ん

の
さ
ん
ぽ
」
他

　

場
所　

お
や
こ
ど
く
し
ょ
し
つ

★
工
作
教
室
「
た
こ
づ
く
り
」

　

手
づ
く
り
の
た
こ
で
、
お
正
月
の

遊
び
を
楽
し
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

１
月
19
日
（
土
）
14
時
～
15
時

　

場
所　

お
や
こ
ど
く
し
ょ
し
つ

※
お
は
な
し
会
・
工
作
教
室
と
も
、

ふ
じ
お
か
お
は
な
し
会
『
コ
ロ
ポ
ッ

ク
ル
』の
皆
さ
ん
に
よ
る
も
の
で
す
。

対
象　

未
就
学
児
～

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

★
今
月
の
お
す
す
め
本

○
栃
木
県
冬
休
み
す
い
せ
ん
図
書

▽
「
ア
ル
ル
お
ば
さ
ん
の
す
き
な
こ

と
」
▽
「
ま
ほ
う
の
じ
ど
う
は
ん
ば

い
き
」
▽
「
犬
と
い
っ
し
ょ
に
。」

▽
「
バ
ー
ス
デ
ー
に
は
、
す
て
き
な

魔
法
を
！
」
▽
「
五
感
の
力
で
バ
リ

ア
を
こ
え
る
」
▽
「
炎
路
を
行
く
者
」
他

※
別
置
き
に
し
て
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

★
新
着
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
お
知
ら
せ

▽
「
ア
ン
ト
キ
ノ
イ
ノ
チ
」
▽
「
コ

ク
リ
コ
坂
か
ら
」
▽
「
ア
ン
ダ
ル
シ

ア
」
▽
「
ゾ
ウ
が
お
家
に
や
っ
て
来

た
」
▽
「
マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
」
▽
「
僕

た
ち
は
世
界
を
変
え
る
こ
と
が
で
き

な
い
。」

★
お
は
な
し
会

１
月
19
日
（
土
）
14
時
～

　

場
所　

児
童
書
コ
ー
ナ
ー

　

お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
『
お
は

な
し
☆
き
ら
ら
』
の
皆
さ
ん
に
よ
る

お
は
な
し
会
で
す
。

　

１
月
の
テ
ー
マ
は
「
雪
」
で
す
。

雪
だ
る
ま
、
雪
合
戦
、
雪
ウ
サ
ギ

…
、
雪
に
は
楽
し
い
遊
び
が
い
っ
ぱ

い
で
す
。
雪
の
日
の
楽
し
み
方
を
お

話
と
一
緒
に
た
く
さ
ん
見
つ
け
て
み

ま
し
ょ
う
。
お
楽
し
み
に
！

【
年
末
年
始
の
休
館
日
の
お
知
ら
せ
】

▽
栃
木
図
書
館

12
月
31
日
（
月
）
～
１
月
４
日
（
金
）

▽
大
平
図
書
館
・
藤
岡
図
書
館
・
都

賀
図
書
館
・
西
方
分
館

12
月
29
日
（
土
）
～
１
月
３
日
（
木
）

【
１
月
の
休
館
日
変
更
の
お
知
ら
せ
】

▽
藤
岡
図
書
館
・
都
賀
図
書
館
・
西

方
分
館

14
日
（
月
・
祝
）
は
開
館
し
、
翌
15

日
（
火
）
は
休
館
い
た
し
ま
す
。

（
大
平
図
書
館
は
14
日
、
15
日
と
も

に
開
館
し
ま
す
）

栃
木
図
書
館
　

☎
22
‐
３
５
４
２

（
開
館
９
時
～
19
時
30
分
／
休
館
・
金
）

藤
岡
図
書
館
　

☎
62
‐
４
８
８
９

（
開
館
９
時
30
分
～
18
時
／
休
館
・
月
）

市
図
書
館
西
方
分
館

☎
92
‐
２
５
１
２

（
開
館
９
時
30
分
～
18
時
／
休
館
・
月
）

大
平
図
書
館
　

☎
43
‐
５
２
３
４

（
開
館
９
時
30
分
～
19
時
／
休
館
・
月
）

都
賀
図
書
館
　

☎
28
‐
０
８
０
６

（
開
館
９
時
30
分
～
18
時
／
休
館
・
月
）

◆いまいゆうぞう　はいだしょうこ
ファンタジーコンサート 2013

3 月 23 日（土）　 1 回目 12:00、
2 回目 14:30  大ホール　  1,200
人　  全席指定 3,000 円　  発売中

 市内各文化会館、西方公民館、イー
プラス、ローソンチケット、セブンチ
ケット 、チケットぴあ
※託児サービス有り（有料）
　「おかあさんと
いっしょ」10 代
目の歌のおにい
さん “ いまいゆう
ぞ う ” と、19 代
目のおねえさん
“ はいだしょうこ”
のファンタジー
コンサート。 今
回はダンスのおねえさん、“ いとうまゆ ”（4
代目「ゴッチャ！」のおねえさん）もゲス
ト出演。

◆綾戸智恵　Wonderful World　
 1 月 27 日（日）  15:30  15:00　
 大ホール　   1,200 人  全席指定

6,500 円　  発売中　  市内各文化会
館、西方公民館、イープラス、セブンチケッ

区　分 個　人 団　体
一般（高校生以上） 300 円 200 円
小・中学生 100 円 50 円
未就学児等 無　料

料金表

※土曜日は、 市内の小 ・ 中学生無料

※毎月第 3 日曜日は 「家庭の日」 のため県内の

　小 ・中学生無料

※身体障害者手帳、 療育手帳、 精神障害者保健

　福祉手帳の交付を受けている方と介助者 1名

　は無料

※団体は 20 人以上

◎学芸員によるギャラリートーク
◆日時　１月５日（土）、1 月１９日

（土）、各日 14 時～※申込不要、観覧
券をお求めのうえ、当館受付までお集
まりください。
◎講演会「田中一村、その被写体につ
いて」
◆講師　田辺周一氏（写真家）
◆日時　１月 13 日（日）14 時～
◆場所　小山高専サテライト・キャン
パス　スタジオ 2
◆参加費　無料
◆定員　30 人（先着順）
◆共催　小山工業高等専門学校
◎こどものためのワークショップ
　光のふしぎピンホールカメラ
◆日時　1 月 6 日（日）10 時～ 17 時
◆場所　とちぎ蔵の街観光館 2 階多目
的ホール、とちぎ蔵の街美術館
◆対象　小学生くらい
◆参加費　500 円（保険料、材料費と
して）
◆定員　30 人（要申込、先着順）
◆申込方法　電話（とちぎ蔵の街美
術 館 20 ‐ 8228） ま た は、 メ ー ル

（workshop@kuramuseum.com） で 申
し込みください。メールは、氏名、学年、
学校名、住所、電話番号を明記くださ
い。担当者が折り返し、受付確認の連
絡をします。
◆申込締切　12 月 28 日（金）

収蔵品展　田中一村の眼

● 12 月 22 日（土）～ 1 月 20 日（日）
●開館時間　9 時～ 17 時

（入館は 16 時 30 分まで）
●休館日　毎週月曜日（祝日の場合
は開館し、翌日休館）、年末年始（12
月 29 日～ 1 月 3 日）

―写真が語る一村像―

　本展では、遺品の絵の具箱の底から
発見された田中一村（1908-1977）撮影
のフィルムからプリントした 56 点の写
真を中心に、晩年の一村を写した写真、
一村の遺品のカメラ、奄美移住前の肉
筆画などを展覧し、見る人を惹きつけて

やまない一村絵画
の制作背景を探り
ます。なお、市所
蔵の一村撮影の写
真 56 点の全てが
展 示されるのは、
本展が初めての機
会となります。

田中一村撮影
≪写生する一村≫
栃木市蔵 ©Hiroshi Niiyama

　
　
　
　
図
書
館
コ
ー
ナ
ー
　
　
　
　

　　▲北山たけし

◀北島三郎

◆しまじろうコンサート
～おとぎのくにのだいぼうけん～

   ３月 10 日（日）　  1 回目 13:00
2 回目 15:50　  各回 800 人　  全
席指定、一般 1,900 円（税込）市民
特別料金 1,600 円（現住所がわかる
ものを提示）
※ 3 歳以上有料、2 歳以下は保護者膝
上鑑賞に限り 1 人無料（座席が必要
な場合は有料）前売開始・市民先行
発売１月９日（水）・一般前売発売１
月 25 日（金）各 9:00 ～　  （A）大
平文化会館、（B）栃木文化会館、（C）
藤岡文化会館、（D）都賀文化会館、（E）
西方公民館、（F）プラッツおおひら、

（G）ゆうゆうプラザ四季彩の湯
（A）（C）（D）（E）は休館日以外の 9:00
～ 17:00、（B）は休館日以外の 9:00
～ 21:00（F）（G） は 休 館 日 以 外 の
10:00 ～ 21:00

◆北島三郎コンサート　
 2 月 17 日（日）　  1 回目 14:30

～  2 回 目 18:00 ～（2 回 公 演 ）　   
800 人（小学生以上）　 7,000 円（全
席指定）　　   発売中　  市内各文化
会館、イオン栃木店、八百林商店（西
方町）
ゲスト　北山たけし

◆ファミリー映画会
「塔の上のラプンツェル」

 1 月 19 日（ 土 ）　  14:00　  
1,004 人　  無 料

（全席自由、 整理券な
し）
　未知なる世界へ新
しい一歩を踏み出そ
うとするすべての人
に勇気を贈る、ドラマチックな物語。

◆白鷗大学
ハンドベル・クワイアコンサート
３月 20 日（水・祝）　  14:00  

全席自由：大人 1,000 円小・中・高
校生 500 円（未就学児が膝の上で観
る場合はチケット不要）   　  1 月 18
日（金）販売開始　  市内各文化会館、
ＪＡしもつけ藤岡支店、とりせん藤岡

ト、ローソンチケット
　1998 年 6 月にデビューして以来、
今年で 15 周年を迎えた綾戸智恵のス
テージ。栃木文化会館初公演
※未就学児の入場はご遠慮ください。

とちぎ蔵の街美術館　（万町 3 － 23 ／☎ 20‐8228 ／ FAX20‐8227）
※駐車場は蔵の街観光館南、大通り沿いの蔵の街駐車場をご利用ください。有料入館者、
障害者手帳をお持ちの方には駐車場の無料券をお渡ししています。

店、佐野市文化会館、小山市立文化セ
ンター
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＝日時／時間　 ＝場所　 ＝対象　 = 内容　
＝講師　 ＝定員　 ＝費用　 ＝持物　 ＝申込

けやき保育園子育て支援センター
（きらり／☎ 23‐8905）

いまいずみ児童館
（☎ 27‐5322）

○新春福引き～今年最初の運だめし
～

１月４日（金） 幼児以上 100 人（先
着順）※はずれクジなし
○のびのびひろば

１月15 日（火） 1 歳以上の未就
園児
○ぷちぷちひろば

１月16 日（水） ０～ 11 か月児
☆のびのびひろば、ぷちぷちひろば
共 通 事 項　 10 時 30 分 ～ 11 時
30 分（時間内参加自由） おにさん
豆ポーチを作ろう
○ぺたぺた記念日

１月23 日（水）10 時～11 時 30 分
（時間内参加自由） ０歳以上 手形・
足形、身長・体重測定
○親子ビクス

１月 28 日（月）10 時～ 10 時 45
分 1 歳以上の未就園児と保護者
25 組（先着順） 大橋光子氏 タオ
ル、飲み物、動きやすい服装 １月
15 日（火）～
☆共通事項　 無料

そのべ児童館
（☎ 20‐6231）

地域子育て支援センターおおひら
（☎ 43‐1134）

○ころころ広場
１月 22 日（火）お正月遊び・29 日

（火）節分にちなんで 10 時 30 分～
11 時 30 分（時間内参加自由） 大
平みなみ児童館 乳幼児と保護者
○赤ちゃんサロン

１月17 日（木）・24 日（木）10 時
30 分～ 11 時 30 分 大平みなみ児
童館 ０歳児と保護者 30 組 ふれ
あい遊び、ママ同士のおしゃべり、
身体計測（17 日のみ） 受付中
○ベビーマッサージ

１月 31 日（木）10 時 30 分～ 11
時 30 分 大平みなみ児童館 ０歳
児と保護者（今年度初めての方のみ
15 組） ホ ホ バ オイルを 使 用し
たマッサージ 大きめのバスタオル

阿部淳子助産師 無料 １月４日
（金）～

○西保育園との交流会
２月１日（金）９時 45 分～ 10 時

30 分 大平西保育園（現地集合９
時 40 分） 乳幼児と保護者 10 組
保育園児との交流（豆まき集会に
参加）と保育園内の見学 １月４日

（金）～

さくら保育園子育て支援センター
（ゆめふうせん／☎ 24‐3900）

○ほのぼの移動広場
１月 15 日（火）10 時 30 分～ 11

時 30 分（時間内参加自由） イオ
ン栃木店 保育士による歌遊び、絵
本読み、ミュージック・ケア等や子育
て相談
○健康相談日

１月 21日（月）10 時～ 15 時 身
体測定※午前中、助産師相談（予約
不要）あり
○マタニティー＆ベビーの日

１月 24 日（木）14 時～ 15 時 妊
娠５か月以上（臨月を除く）の妊婦
または夫婦２組 赤ちゃんのお世話、
調乳、おやつ試食 エプロン、母子
手帳 無料 10 時～ 15 時に電話
で
○親子ふれあい給食

１月 28 日（ 月） 受付 10 時 ～ 10

地域子育て支援センターつが
（☎ 27‐2122）

さくら３Ｊホール

○親子エアロビクス
１月17 日（木） 20 組（先着順）
飲み物、バスタオル 大橋光子氏
１月７日（月）～

○すくすくタイム
１月10 日（木）身長・体重測定、

コマ製作、24 日（木）冬の折り紙製作、
31日（木）鬼のお面製作
☆共通事項　時間は 10 時 30 分～
11 時 30 分 未就園児と保護者 無
料 不要

○身体測定・手形の日☆
◇０歳～２歳未満 １月８日（火）、
15 日（火）◇２歳以上 １月９日

（水）いずれも時間は 10 時 30 分～
11 時 30 分
○親子でクッキーを作りましょう！

１月17 日（木）10 時 30 分～11 時
45 分 ２歳以上児と保護者 エプロ
ン（親子）、バンダナ（親子）、飲み物

１月７日（月）・８日（火）10 時～
電話で（先着順 10 組）
○カレンダー作り☆

１月 21 日（月）・28 日（月）10 時
30 分～ 11 時 30 分、１月 22 日（火）
13 時 30 分～ 14 時 30 分
○絵本の会☆

１月 30 日（水）10 時 45 分～ 11
時 15 分
○節分の豆まきに参加しよう！

２月１日（金）11 時～ 12 時 １
歳６か月以上児と保護者 １月 22 日

（火）、23 日（水）10 時～電話で（先
着順 15 組）
　☆印は自由参加です。

○♪らんぐさ－む♪と遊ぼう
１月 28 日（月） １歳６か月～

未就園児 ピアノ演奏を聴いて、感
じて、楽しみましょう。
○身近な素材を使って遊ぼう
◇６か月～１歳５か月児

１月10 日（木）、15 日（火）、21日
（月）、25 日（金）
◇１歳６か月～未就園児

１月11日（金）、18 日（金）、22 日
（火）、24 日（木）
☆共通事項　時間は 10 時 30 分～
11 時 30 分 15 組 １月８日（火）
～ 10 日（木）９時～ 15 時

（☎ 22‐7100）

ひがしのもり保育園子育て支援センター
（ふれあいポッケ／☎ 27‐8890）

地域子育て支援センター
（☎ 23‐2740）

○ほんわかタイム
１月15 日（火）当日受付 ０歳児

と保護者 親子でのふれあい遊びと
おしゃべりタイム
○プチなかよしタイムⅣ期①

１月 22 日（火） 平成 24 年１月
～３月生まれの乳児と保護者 15 組

（先着順） 親子でふれあい遊びと
保育士の話 １月８日（火）～
☆共通事項　時間は 10 時～ 11 時
無料

はこのもり児童センター
（☎ 24‐4034）

地域子育て支援センターふじおか
（☎ 62‐5011）

地域子育て支援センターにしかた
（☎ 92‐2900）

○劇団「まざあぐうす」人形劇鑑賞
１月15 日（火） 10 時 15 分～

○大きくなったかな
１月 23 日（水）10 時 30 分～

○１・２月生まれのお誕生会
１月 30 日（水）10 時 30 分～

☆共通事項　 地域子育て支援セン
ターにしかた 未就園児と保護者
無料　

○凧作りに挑戦しよう！
１月12 日（土）９時～ 12 時 小

学生 20 人 メール受付１月11 日ま
で ※ sakura-3j@sakura-kids.jp に保
護者名、子ども名、読み仮名、生年
月日、〒住所、電話番号を送信。 

○わくわくたいむ
１月７日（月）14 時～15 時 30 分（時

間内参加自由） 4 歳児以上 お正
月遊び～新春書き初め・大空へおめ
でとう！シュート棒～
○スマイル・スマイル～親子でお友だ
ちつくり～

１月11 日（金） 3 か月～ 1 歳 5
か月児と保護者
○にこにこたいむ～親子でお友だち
つくり～

１月15 日（火） 1 歳 6 か月以上
の未就園児と保護者
☆共通事項　時間は 10 時～ 11 時
30 分（時間内参加自由） オリジナ
ルカレンダーをつくろう
○２月のママといっしょ

１月17 日（木）～ 29 日（火）※ 4
クラス共通
◇うさぎクラス（6 ～ 11 か月児と保護
者） ２月15 日（金）10 時 30 分～

あったかあそび バスタオル
◇くま①クラス（1 歳～ 1 歳 5 か月児
と保護者） ２月19 日（火）10 時
30 分～ 新聞紙の雪あそび
◇くま②クラス（1 歳 6 か月～ 1 歳 11
か月児と保護者） ２月19 日（火）
11 時 15 分～ 新聞紙の雪あそび
◇ぞうクラス（2 歳以上の未就園児と
保護者） ２月 22 日（金）10 時 30
分～ 雪あそびごっこ クレヨン
☆共通事項　 無料 電話または直
接いまいずみ児童館へ

○お正月遊びをしよう！
１月４日（金）～８日（火）14 時～

16 時 18 歳未満・定員なし参加自
由 福わらい・けん玉・だるまおとし・
羽根つき
○みんなで作ろう！プラバンキーホル
ダー

１月18 日（金）、19 日（土） 18
歳未満各日 50 人（当日先着順）
加熱すると縮むプラスチックの性質を
利用して、キーホルダーを作ろう！○
○バレンタインクッキング♪型ぬき
クッキー

２月２日（土）10 時 30 分～12 時
小学生以上 18 歳未満 15 人 簡

単な材料から美味しいクッキーを焼こ
う！ １月 26 日（土）～※申込先着
順
☆共通事項　 無料

時 30 分 当日先着５組 800 円（離
乳食有り）
○豆まきだよ！集合

１月 30 日（水）10 時～ 11 時 30
分 さくら 3Ｊホール 未就園児とそ
の保護者 25 組（先着順） 200 円

１月９日（水）～ 18 日（金）にメー
ル sakura-3j@sakura-kids.jp に保 護
者名、子ども名、読み仮名、生年月日、
〒住所、電話番号を送信。 

○お正月遊び
１月11日（金） 乳幼児と保護者

こま・カード遊びなど なし

○スカーフ遊び　
１月18 日（金） 乳幼児と保護者

20 組 ふわふわスカーフで遊ぼう
１月７日（月）～（先着順）
○鬼のお面の製作　

１月 25 日（金） 乳幼児と保護者
20 組 親子でお面の製作を楽しもう

１月７日（月）～（先着順）
○豆まきをしよう　

2 月1 日（金） 乳幼児と保護者
20 組 豆と枡を作って、豆まきをし
よう １月１５日（火）～（先着順）
☆共通事項　時間は 10 時 30 分～
11 時 30 分 無料　
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休日・夜間救急診療

☆鹿沼地区休日・夜間急患診療所
鹿沼市坂田山（鹿沼市民文化センター内）

☎ 0289‐65‐2101
・休日昼間 / 日曜日・祝日・年末年始
　　　10：00 ～ 16：30（内科・小児科・歯科）
・夜　　間 / 日曜日・祝日・年末年始
 　         　　平日（月、水、金曜日）
　　　19：00 ～ 21：30（内科・小児科）

外科系在宅当番医（9:00 ～ 17:00）
１月 医療機関名 電話番号

１（火） 宮司外科胃腸科 0289‐62‐6222
２（水） 小池医院 0282‐60‐1300
３（木） 御殿山病院 0289‐64‐2131
６（日） 上都賀総合病院 0289‐64‐2161
13（日） 御殿山病院 0289‐64‐2131
14（月） 池田脳神経外科 0289‐63‐1333
20（日） 荒木医院 0289‐64‐2775
27（日） 西方病院 0282‐92‐2323

市のホームページにも掲載しています。

境町（医師会病院隣）　☎ 22‐8699
【診療時間等】

平日 19：00 ～ 22：00（内科 / 小児を含む）
休日  9：00 ～ 21：00（内科 / 小児を含む）（外科）
※事前に☎確認してお出かけください。

◆栃木市消防本部
月～土曜日の 22：00 以降　 　　   ☎ 22‐0119
日曜・祝日・年末年始の 21：00 以降  ☎ 24‐9999

（音声ガイダンス）

1 火
内：山田（合戦場クリニック）
外：芳賀（芳賀耳鼻咽喉科医院）

2 水
内：川田（かわたクリニック）
外：嶋崎（とちぎ診療所）

3 木
内：江口（えぐち内科クリニック）
外：盛川（サンライズクリニック）

4 金 大森（うずまクリニック）
５ 土 青木（虎）（青木医院）

６ 日
内：河口（河口医院）
外：小山（みずほクリニック）

７ 月 青木（章）（静和医院）
８ 火 成田（成田内科）
９ 水 中村（昭）（なかむら耳鼻咽喉科クリニック）
10 木 石塚（好生医院）
11 金 長（大平ファミリークリニック）
12 土 山田（合戦場クリニック）

13 日
内：新崎（大平東診療所）

外：町田（メディカルパパス）

14 月
内：斉藤（伸）（さいとう小児科）
外：青木（虎）（青木医院）

15 火 中元（中元内科医院）
16 水 川田（かわたクリニック）
17 木 盛川（サンライズクリニック）
18 金 亀田（亀田整形外科医院）
19 土 江口（えぐち内科クリニック）

20 日
内：横山（よこやま内科小児科クリニック）
外：与倉（与倉ペインクリニック）

21 月 青木（虎）（青木医院）
22 火 金田（金田医院）
23 水 大山（大山整形外科）
24 木 渡辺（わたなべ内科・循環器科クリニック）
25 金 橋本（安）（橋本医院）
26 土 山門（山門クリニック）

27 日
内：桜井（桜井こどもクリニック）
外：亀田（亀田整形外科医院）

28 月 土谷（土谷医院）
29 火 斉藤（伸）（さいとう小児科）
30 水 石井（石井内科医院）
31 木 藤沼（仁）（大平下病院）

市のホームページにも掲載しています。

毎日 19：00 ～ 23：00  　 ☎ 028‐600‐0099　　　
　　　　  プッシュ回線の場合　  #8000 

乳幼児健診等のご案内
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問 合 先

２月の健康相談・栄養相談
予約制です。問合先まで連絡ください。

日 曜日 場　　所 受付時間
５ 火 藤岡保健福祉センター 13：30 ～ 16：30
14 木 ゆうゆうプラザ 13：30 ～ 16：30
18 月 栃木保健福祉センター 9：00 ～ 11：30
21 木 西方保健センター 9：00 ～ 11：30
26 火 都賀保健センター 13：30 ～ 16：30

２月のこころの健康相談
カウンセラーが相談に応じます。

予約制です。問合先まで連絡ください。
日 曜日 場　所 受付時間
20 水 ゆうゆうプラザ

13：30 ～ 16：30
27 水 栃木保健福祉センター

１月の乳幼児健診
個別通知にて案内した時間にお越しください。

日 曜日 地　域（場所）
4 か月児健診

９ 水 栃木（栃木保健福祉センター）
16 水 都賀（都賀保健センター）
17 木 栃木（栃木保健福祉センター）
29 火 西方（西方保健センター）
30 水 大平（ゆうゆうプラザ）
31 木 藤岡（藤岡保健福祉センター）

9 か月児健診
16 水 都賀（都賀保健センター）
25 金 栃木（栃木保健福祉センター）
29 火 西方（西方保健センター）
31 木 大平（ゆうゆうプラザ）
31 木 藤岡（藤岡保健福祉センター）

1 歳 6 か月児健診
15 火 大平（ゆうゆうプラザ）
16 水 栃木（栃木保健福祉センター）
17 木 藤岡（藤岡保健福祉センター）

3 歳児健診
16 水 大平（ゆうゆうプラザ）
18 金 西方（西方保健センター）
21 月 都賀（都賀保健センター）
24 木 栃木（栃木保健福祉センター）
30 水 栃木（栃木保健福祉センター）

2 歳児歯科健診
29 火 栃木（栃木保健福祉センター）

両親教室
事前に問合先まで連絡ください。

内　容
場所 / 日程

栃木保健
福祉センター ゆうゆうプラザ

①妊娠中の生活・仲間づくり 2 月 15 日（金） 終了
②育児について・栄養指導   ２月 22 日（金）   １月 11 日（金）
③妊婦体験・沐浴指導   １月 19 日（土）    ２月 16 日（土）

すくすく教室
事前に問合先まで連絡ください。

場　所
月 日 曜日 内　 容

 栃木保健福祉センター
１ 19 土 絵本読み聞かせ・ストレッチ
２ １ 金 ふれあい遊び・子育てアドバイス

ゆうゆうプラザ
１ 23 水 離乳食教室・子育て相談

 藤岡保健福祉センター
１ 18 金 離乳食実習
２ 20 水 ベビータッチケア

 西方保健センター
１ ９ 水 子育てのお話

　
　
　
　
（
１
月
）

子
育
て
サ
ロ
ン

日 曜日 場　所
７ 月 栃木 （栃木保健福祉センター）
７ 月 大平 （ゆうゆうプラザ）
21 月 藤岡 （藤岡保健福祉センター）
23 水 西方 （西方保健センター）
29 火 都賀 （都賀保健センター）

≪栃木地区急患センター１月の当番医≫

≪急患センター終了後、問合先≫

≪小児救急診療（0 歳から中学生）≫

≪とちぎ子ども救急電話番号≫

≪西　方　地　域≫

集団健診等のご案内

◆とちの木病院（大町）　　　　     ☎ 22‐7722
日曜日　19：00 ～ 21：00

◆下都賀総合病院（富士見町）　     ☎ 22‐2551
木・金曜日　17：00 ～ 22：00　　（要電話確認）

※ 12 月29日（土）、31日（月）、１月2日（水）の 8：30
～16：00 も実施。１月３日（木）は休診します。

２月の集団健診日程　～健康のために年に１回健康診断を受けましょう～

日 曜日 場　所 対象
受診項目

特定健診 ･ 肝炎ウイルス・
胃がん・肺がん・前立腺がん 大腸がん 子宮がん

乳がん 骨密度

５ 火 栃木保健福祉センター 女性 × ○ ○ ×
16 土 栃木保健福祉センター 女性 × ○ ○ ×

健診当日の受付時間は、2 月 5 日（火）は 13：00 ～ 15：00、　2 月 16 日（土）は 8：30 ～ 10：30 です。

【がん検診無料クーポン券対象の方へ】
　クーポン券の有効期限は、平成 25 年２月 28 日（木）です。
　子宮頸がん検診および乳がん検診は、指定医療機関での個別検診でも利用いただけます。

子どもの乳歯をむし歯から守る！

『仕上げみがき』
　乳歯が 1 本でも生えてきたら、仕上げみがきを始めましょう。

　奥歯が生えてくる（1 歳 6 か月）ころまでには、みがく習慣ができることを目指しましょう。
寝ている間は唾液の量が減って細菌の量が増えるので、特に、夜寝る前は丁寧にみがいてあ
げることが大切です。

●日頃から子どもの口元を触り、触られることに慣れさせましょう。

●みがいてるときは無言でなく、笑顔でやさしく話しかけてあげましょう。

●眠くなる前や、機嫌が悪い時は避けましょう。

●みがく力が強かったり、歯ブラシが歯肉に当たると嫌がります。不快を与えないようにしましょう。

●長時間みがいていると子どもが飽きてしまうので短時間で手早くみがきましょう。

●みがき終わったらほめてあげましょう。
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とちぎ散歩は、栃木市にある名所、旧跡など観光スポットを紹介します。

　『
カ
ッ
パ
伝
説
』
の
親
水
公
園

　
　
　
　

小
倉
堰
、
小
倉
川
の
名
称
残
る

　

市
内
を
縦
断
す
る
東
武
日
光

線
が
思
川
を
渡
る
右
岸
上
部
に

あ
る
栃
木
市
西
方
北
グ
ラ
ウ
ン

ド
。
野
球
場
２
面
と
全
体
の
愛

称
に
も
な
っ
て
い
る
か
っ
ぱ
広

場
と
い
う
親
水
公
園
を
持
つ
。

堤
防
に
は
桜
が
植
え
ら
れ
、、

遠
く
男
体
山
は
じ
め
日
光
連
山

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

当
地
の
河か
っ
ぱ童
伝
説
は
複
数
あ

る
が
、
堤
防
上
の
碑
文
に
は

戦
国
時
代
の
西
方
城
の
小お
ぐ
ら倉

主し
ゅ
ぜ
ん
の
す
け

膳
介
と

い
う
家
臣

に
由
来
す

る
説
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
現

在
の
思
川
が
清
瀬
川
と
呼
ば
れ

て
い
て
カ
ッ
パ
が
川
を
渡
る
旅

人
な
ど
に
悪
さ
を
し
て
い
た
。

馬
で
乗
り
入
れ
た
小
倉
が
カ
ッ

パ
を
刀
で
成
敗
し
よ
う
と
す
る

と
許
し
を
請
う
の
で
「
小
倉
と

い
う
名
を
聞
い
た
ら
い
た
ず
ら

す
る
な
」
と

告
げ
る
。
以

来
、
村
人
は

「
小
倉
だ
」
と

言
っ
て
川
を

無
事
に
渡
る

よ
う
に
な
っ

た
と
。

　

堤
防
に
は

そ
の
場
面
を

描
い
た
大
壁

画
も
あ
っ
て
子
ど
も
た
ち
の
遊

び
場
に
な
っ
て
い
る
。
川
の
名

も
小
倉
に
ち
な
ん
で
小
倉
川
と

な
っ
た
と
か
。
今
で
も
付
近
か

ら
上
流
を
小
倉
川
と
呼
ぶ
人

も
。
す
ぐ
上
流
の
小
倉
堰ぜ
き

は
、

名
称
と
澄
ん
だ
水
の
流
れ
が
河

童
伝
説
を
し
の
ば
せ
る
。

　

河
童
は
地
域
お
こ
し
に
も

活
躍
、
旧
西
方
町
時
代
に
は

か
っ
ぱ
祭
り
も
行
わ
れ
、
平
成

10
（
１
９
９
８
）
年
の
祭
り

で
は
７
５
０
人
が
参
加
し
て

２
０
２
・
６
㍍
の
か
っ
ぱ
巻
き

を
完
成
、
ギ
ネ
ス
登
録
も
さ
れ

た
。
現
在
で
は
ロ
シ
ア
で
２
・

５
㌔
の
物
が
作
ら
れ
当
地
の
ギ

ネ
ス
は
既
に
伝
説
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

▲小石を敷き詰めて描かれ
たかっぱ伝説の一場面

◀広場の上流にある小倉堰

滝
川
市
と
栃
木
市
の
交
流
の
あ
ゆ
み

そ
の
後
両
市
関
係
者
が
、
さ
ま

ざ
ま
な
行
事
を
通
じ
て
友
好
親

善
都
市
盟
約
締
結
へ
の
機
運
が

高
ま
り
ま
し
た
。

　

國
學
院
女
子
短
期
大
学
（
滝

川
市
）
は
、
昭
和
57
年
４
月
15

日
に
開
学
式
。
こ
れ
と
時
を
同

じ
く
し
て
、
滝
川
市
と
本
市
の

間
に
友
好
親
善
都
市
の
盟
約
が

結
ば
れ
ま
し
た
。

　

以
来
、
市
民
の
交
流
や
物
産

販
売
な
ど
の
経
済
交
流
。
さ
ら

に
、
栃
木
市
の
人
形
山
車
「
天

照
大
神
」
と
祭
囃
子
が
「
し
ぶ

き
祭
り（
滝
川
市
）」に
参
加
。「
し

ぶ
き
祭
り
」
の
山
車
と
踊
り
手

が
栃
木
市
を
巡
行
す
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
交
流
の
機
会

が
重
ね
ら
れ
て
き
ま
し
た
。　

　

栃
木
市
は
、
平
成
22
年
３
月

に
合
併
し
新
生
栃
木
市
が
発

足
。
改
め
て
両
市
の
友
好
親
善

が
末
永
く
続
く
こ
と
を
願
い
、

平
成
23
年
７
月
21
日
、
滝
川
市

議
会
議
場
で
、
両
市
長
・
議
長

に
よ
り
「
友
好
親
善
都
市
盟
約

確
認
書
」
の
調
印
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

滝
川
市
と
栃
木
市
が
盟
約
を

結
ん
だ
き
っ
か
け
は
、
滝
川
市

へ
の
國
學
院
女
子
短
期
大
学
の

誘
致
で
し
た
。
滝
川
市
へ
の
同

短
大
誘
致
検
討
の
際
、
滝
川
市

議
会
が
調
査
に
本
市
を
訪
れ
、

滝
川
市
・
栃
木
市
友
好
親
善
都
市
盟
約
30
周
年
記
念
式
典

　

昭
和
57
年
４
月
15
日
に
滝
川

市
と
栃
木
市
に
お
い
て
友
好
親

善
都
市
の
盟
約
が
結
ば
れ
て
以

来
30
年
を
迎
え
、
11
月
９
日

（
金
）
栃
木
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

で
、
滝
川
市
・
栃
木
市
友
好
親

善
都
市
盟
約
30
周
年
記
念
式
典

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

滝
川
市
か
ら
、

前
田
滝
川
市
長
、

水
口
滝
川
市
議
会

議
長
、
小
田
滝
川
市
教
育
長
、

渡
邉
滝
川
商
工
会
議
所
会
頭
、

田
村
國
學
院
大
學
北
海
道
短
期

大
学
部
学
長
、
岩
村
た
き
か
わ

観
光
協
会
会
長
等
、
行
政
経
済

界
関
係
者
総
勢
30
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
地
震
な
ど
の
大

規
模
災
害
が
発
生
し
た
際
に
、

被
災
し
た
市
に
対
す
る
支
援
が

円
滑
に
で
き
る
よ
う
必
要
な
事

項
を
定
め
た
「
大
規
模
災
害
時

に
お
け
る
友
好
親
善
都
市
間
の

相
互
応
援
協
定
」
を
結
び
ま
し

た
。
地
理
的
に
離
れ
て
い
る
条

件
を
活
か
し
た
も
の
で
、
こ
れ

ま
で
の
交
流
に
よ
り
築
か
れ
た

絆
が
一
つ
の
形
と
な
り
新
た
な

関
係
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
滝
川
市
の
「
躍
進
太

鼓
」
と
交
流
の
あ
る
「
鼓こ

ぶ

き
舞
技

会
」の
皆
さ
ん
が
演
奏
を
披
露
。

新
た
な
ス
タ
ー
ト
に
ふ
さ
わ
し

く
力
強
い
、
躍
動
感
あ
ふ
れ
る

素
晴
ら
し
い
太

鼓
の
音
を
響
か

せ
ま
し
た
。

　

30
年
の
節
目
を
契

機
と
し
て
、
こ
れ
か

ら
も
新
た
な
出
会
い

を
生
み
、
次
の
世
代

へ
と
繋
が
る
未
来
へ

の
絆
が
深
ま
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

未
来
へ
、
さ
ら
に
『
絆
』
深
め
る

災
害
時
の
相
互
応
援
協
定
を
締
結
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松本　未
み ら い

來ちゃん

根本　凛
り の

乃ちゃん 島口莉
り り あ

々彩ちゃん

神田　仁
ひ と み

美ちゃん

舛田　雄
ゆ う と

飛ちゃん

琴寄　朔
さ く み

実ちゃん 篠﨑　亮
りょうた

汰ちゃん

髙橋虎
こ た ろ う

太郎ちゃん

藤ノ木　悠
はる

ちゃん

亀田　侑
ゆ め

芽ちゃん

石塚　蒼
そ う た

汰ちゃん

田嶌　千
せ ら

愛ちゃん

青柳　宗
そ う た

汰ちゃん

舟橋　周
しゅうへい

平ちゃん
髙久　愛

め い

依ちゃん

坂本　琉
る き

葵ちゃん

岩田　峰
み ね み

美ちゃん

小原　水
み つ き

月ちゃん

大山　ゆめちゃん

金子　由
ゆ な

奈ちゃん

舟橋　知
ち ひ ろ

優ちゃん

渡邉　里
さ と み

美ちゃん

伊藤　里
り お

桜ちゃん 長　祐
ゆうすけ

輔ちゃん三田優
ゆ き な

希菜ちゃん

青木　南
な の は

花ちゃん

寺内　湊
そ う き

紀ちゃん

松尾　心
み ゆ う

結ちゃん

峯　佑
ゆ う き

季ちゃん
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市内各地から、楽しい晩秋の話題が届きました！

　11 月 24 日、道の駅にしかた周辺の田んぼを会場に『ど田舎に
しかた祭り』が開催されました。
   当日は、晴天にも恵まれ、また、道の駅にしかたの３周年記念イ
ベントとの同時開催ということもあり、お笑いライブや、田んぼ相
撲、俵飛ばし大会等が行われた会場は多くの人で賑わいました。

　

11
月
17
日
、
都
賀
地
域
恒
例
と

な
っ
た
「
ま
る
ま
る
ま
る
ご
と
つ
が

ま
つ
り
」
が
産
文
通
り
線
を
中
心
と

し
た
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

歩
行
者
天
国
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー

　11 月 23 日、大平体育館におい
て、家庭教育オピニオンリーダー
ほほえみの会主催による「太巻き寿司つくり」
が行われ、多くの親子が参加しました。
 　海苔に敷いたご飯の上に、栃木県特産のか
んぴょうやきゅうり、卵焼きなどの具材を乗
せ、「せーの！」で持ち上げたその長さは 2 本
で 67 メートル。長くて、おいしい太巻き寿司
が出来上がりました。

　
「
第
13
回
よ
さ
こ
い
藤

岡
パ
レ
ー
ド
」
が
11
月
25

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

パ
レ
ー
ド
で
は
、
よ
さ

こ
い
藤
岡
音
頭
に
合
わ
せ

て
、
藤
岡
中
央
通
り
を
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
よ
さ
こ
い
踊

り
で
練
り
歩
き
ま
し
た
。

約
７
０
０
人
の
参
加
者
が

集
ま
り
、
迫
力
あ
る
パ

レ
ー
ド
に
な
り
ま
し
た
。

　

　12 月１日、２日、総合運
動公園噴水広場で農業のおま
つり・とちぎアグリフェスタ
2012 が行われました。地元

の安全安心な新鮮農産物が販
売され、両手にたくさんの野
菜を抱えた来場者は満足そう
な笑顔を見せていました。

ト
に
は
地
元
団
体
等
の
模
擬
店
が
並

び
、
よ
さ
こ
い
や
お
囃
子
の
練
り
歩

き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど

も
お
囃
子
も
披
露
さ
れ
、
会
場
の
雰

囲
気
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。


